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第三章 ②












　ロベレ侯爵領に豊かな恵みをもたらす、水源地の湖。その美しい景観と水質を守るため、周囲には畑もなく民家もまばらだ。

　長期休暇で学園から領地に戻っているナタリアとオンディーヌは、湖畔の草原でピクニックに興じていた。集まってきた村の子どもたちのためにと、二人はまだ固いシロツメクサの蕾を魔術で芽吹かせてやる。白い絨毯のようなシロツメクサの大群に埋もれながら、寝転がったり花冠を編んだり、残り少ない休暇を惜しむように領地の自然を楽しんでいたのだが。

　そこに、はるか地平線の向こうから一騎の馬がまっすぐに近づいてくる。シロツメクサの小さな花弁を空に散らしながら、葦毛馬はあっという間にナタリアたちの傍までやってきて、ぴたりと止まった。

「──何をやっている」

　馬上からかけられた声に、ナタリアが立ち上がり「先生」と姿勢を正そうとしたとたん、ぐらりと足元がふらついて、頭に載せていた花冠がばらばらと落ちた。

　ライルは素早く腕を伸ばしてナタリアの肘を受け止め、葦毛の馬上にぐいと抱き上げる。

「無茶をするからだ」

　ナタリアをふわりと横抱きにし、ぎゅっと眉を寄せるライルに、ナタリアは「申し訳ありません……」と小さく呟いた。意識を失うほどではないが少々顔色が悪く、ぐったりとライルの肩に頭を預けている。

「領境で、前から白い波が押し寄せてくると思ったら……シロツメクサの大群だった」

　ライルはナタリアの背をしっかりと抱き込みながら、呆れたように肩を竦める。

「君らの仕業だとすぐわかった」

　じろりとオンディーヌを睨みつける。

「果たしてどこまで広がっているのやら──とんでもない力だ」

　オンディーヌは立ち上がってスカートを摘まみ、頭に花冠を載せたままライルに向かってゆったりと頭を下げた。

「昔から二人でやっていた遊びなのですが。まさかここまでのことになるとは……」

「ナタリアの力だけでなく、君の魔力も以前より相当上達しているはずだ。まだまだ、力の制御ができていないな」

　濃紫の魔術騎士団の騎士服を纏い、ずしりと重そうな剣を携えてマントを羽織ったライルの迫力に、村の子どもたちは皆怖がってオンディーヌのドレスに縋りつき、ふるふると震えている。オンディーヌは子どもたちを宥めるように、その柔らかな頬をむにゅ、と摘まんだ。

　護衛が近づいてきて、ぐったりしたナタリアを受け取ろうとするが、ライルが首を振る。

「私が連れて行こう。オンディーヌ嬢は馬車へ」

「いえ、私たちはそれぞれ単騎で参りました」

　見ると、湖畔に四頭の馬が水を飲んだり、もしゃもしゃとシロツメクサを食んだりしている。

「……おてんばめ。ロベレ侯爵はご在宅か？」

「はい、屋敷に」

　ライルは頷くと、顔色の悪いナタリアを濃紫のマントでしっかりと包みなおし、ゆっくりと街道のほうへ馬を進ませた。ナタリアは信頼しきったようにライルに身体を預けている。

　オンディーヌは去ってゆく葦毛馬を見送りながらはぁと溜息をつき「……あれは、モテるわね」と呟いた。









　その日の夕刻。ロベレ屋敷の自室の寝台ですやすやと眠るナタリアの横で、オンディーヌが読書をしていた。ベッドサイドの肘掛け椅子に腰かけて、ぱらり、と本のページをめくる。

　そこにコンコン、とノックの音がした。オンディーヌが応答すると、扉の向こうで侍女がお抱え医師の来訪を告げた。

　オンディーヌは立ち上がり、扉を大きく開けた。侍女が道を空けて一礼し、顔なじみの老齢の医師と、付き添いの看護師と、なぜかその後ろからライルが部屋に入ってきた。

「バルティン先生？　年若い淑女の私室に男性が立ち入るなど、許されないことです」

　自分の前に立ちはだかるオンディーヌを、ライルは澄ました顔で見下ろした。

「ロベレ侯爵閣下と、医師の許可を得ている。ナタリアの消耗は魔力によるものだからな。魔術教師たる私に状況を確認して欲しい、と」

「……」

　ライルはオンディーヌを躱し、医師と共にナタリアの眠るベッドサイドに近寄った。医師が熱を測り、呼吸を確かめ、こくこくと頷いた。

「よく眠っていらっしゃるようです。お目覚めになったら、たっぷりと水分と栄養をとれば問題ないでしょう」

　医師はライルとオンディーヌに向かって一礼すると、看護師を伴って部屋を出ていった。が、ライルはそのままベッドサイドに留まり、ナタリアの顔をじっと見下ろしている。

　オンディーヌははあ、と溜息をついた。

「……先生？　先ほどは父とずいぶん話し込んでらっしゃったようですが、何の話をなさっていたのですか？」

　ライルはナタリアから視線を上げ、冷たい翡翠の瞳でオンディーヌを見つめた。

「それより、君の体調は？」

「私はこのとおり、ご心配には及びません」

「さすが、コントロールできているのだな」

「いえ、私は少しも消耗していません。これがナタリアの力の素晴らしいところですから」

「確かに、そのとおりだ」

　オンディーヌが微笑む。

「それにしても……ナタリアはいつのまにか、先生のことを随分と信頼しているようですね」

　草原で、ライルは躊躇うことなくナタリアを抱き上げ、ナタリアも、気を失っていたわけではないのに、騎士服の胸元に手を遣りライルにぐったりと身体を預けていた。

　淑女ならば、男性に身体を預けるには多少の躊躇いがあるはずだ。ましてナタリアは元来、とても遠慮深い性格なのに。

「今日だけではありません──学年末考査の前くらいから、少々ナタリアの様子がおかしいのです」

「……」

「……手を出した、のですか？　ナタリアに」

「──人聞きの悪いことを」

「先生！　何を考えてらっしゃるのですか？　まさかナタリアの能力を欲して──？」

「……」

「ナタリアを弄んだり、彼女の能力を搾取しようとするならば、私は絶対に貴方様を許しません！　どんな手を使っても阻止し──」

「君はほんとうにナタリアのことを案じているのだな」

「当たり前です！　姉妹なのですから」

「世間には、不仲の姉妹など幾らでもいる。しかも君たちは血が繋がっていないというのに」

「……」

「そういえば。ナタリアが魔石を作ったのは、君のアイデアだそうだな？」

「……はい」

「さすがだな。魔力を少しずつ石に託すことでナタリアの消耗も少ないうえ、彼女の存在を秘したまま補給魔術を有効活用できる。私には考えつかなかった方法だ」

「……恐れ入ります」

「まったく、素晴らしいアイデアだ。彼女の力を秘匿せねばならない一番の理由は、誰かが彼女に執着することを許しがたい、という理由に他ならないからな」

「先生？」

　ライルは訝しがるオンディーヌに向かって片眉を上げた。

「わかるだろう？　優れた魔の素養がある君なら。どうしようもなくナタリアに惹かれるこの感情を理解できるはずだ」

　魔術師は本能的にアークシリアを求めるもの。石を介すれば、ナタリアの魔力に触れた者が彼女に魅了されてしまう心配がない。実に画期的だ、とライルは目を細めた。

　オンディーヌはドレスのスカートをぎゅっと握り、ライルに詰めよった。

「っ──やはり、先生はナタリアの魔力目当てで──！」

「ん？　特別授業の間、君たち姉妹を近くで観察していたが──君はナタリアを家族として愛し、かつ彼女が能力に相応しい評価と立場を得ることができるよう奮闘しているように見えたが。君はナタリアの魔力目当てでそうしているのか？」

「ち、違います！　私は──」

「ナタリアの魔力だけを欲しているなら、彼女を魔術学園に連れてくる必要はなかった。侯爵家で囲い込み、一生自分の傍に置いてその魔力を貪ればよかったのだ。だが君はそうしなかった」

「それは……」

「私も君も、きっかけは彼女の魔力に惹かれたせいかもしれない。だが、今はそれだけではない」

　オンディーヌが唇を噛みしめる。

　以前、オンディーヌはライルに話したことがある。ナタリアがロベレ侯爵家に引き取られるやいなや、オンディーヌの魔術は急成長したという。それがナタリアのおかげだと薄々気づきはじめたとき、義妹に対し仄暗い感情を抱いたこと。家庭教師に賞賛される自分の背後で、控えめに壁際に佇んでいるナタリアに対する何とも言えない気持ちを──。

　だがオンディーヌは、偽りの力に有頂天となって自分の成長が止まってしまうなんて嫌だ、とその欲望をかなぐり捨てたのだ。

　そしてナタリアに教育を受けさせ、アークシリアの力を目覚めさせようとした。ナタリア自身のためだけでなく、貴重な魔力を王国のために役立ててほしい、と望むからこその行動だろう。

　これぞ、未来の第二王子妃に相応しい精神力。同じようにナタリアの魔力に触れ、ナタリアの身を案じながらも、自分の抱く邪な感情とは全く違う、とライルは表情を緩めた。

「……私は彼女を不幸にしたくないのだ。彼女の能力や、世間の評価や、自分の利などどうでもいい。どんなことがあっても、ひたすら彼女を護りたいと思っている──こんな感情、理屈では説明できない」

　むしろこっちが弄ばれているような気分だ、とライルは軽く肩を竦めた。

「──私の言葉が信じられないのなら、また誓約の炎を出せばいいか？」

　大きな掌がこちらに差し出されるが、オンディーヌはきゅっと眉を寄せ、静かに首を振る。

「それで。先生は父と、いったい何の話を？」

「……」

　ライルはオンディーヌの問いに答えず、すやすやと眠っているナタリアの顔を見下ろした。

「あと数日で長期休暇も終わる。新学年からは、ジェローニ殿下も特別授業に招くことにした」

「え？」

「現状を把握してもらうためだ。彼女の力を知るものは、できるだけ味方に引き入れておきたい」

「殿下を味方に、ですか」

　ライルは怪訝そうに眉を寄せるオンディーヌの整った顔をじっと見つめ、ふぅと小さく溜息をついた。

「君たちは、もう少し話し合うべきだな」

　ジェローニはナタリアの魔術を浴びてもその力に魅せられた様子はなかった。とてつもない資質を持つジェローニだが、ナタリアを手に入れたいなどと微塵も思わないらしい。彼が若くして今後の人生を諦観しているということはもちろん、この不仲と噂される婚約者のことを強く想い慕っているからだろう。

「……どういうことでしょう？」

「今宵はもう遅い……明後日の朝には領地を発つのだろう？　君も早く休んだほうがいい」

　ライルは軽く口の端を上げ、部屋を出ていった。オンディーヌがライルの笑った顔を見たのは、初めてのことだった。









　二日後、すっかり元気になったナタリアは予定通りロベレの領地を出立し、オンディーヌと共に王都の学園寮に向けて旅立った。二人の令嬢は四頭立ての馬車に乗り、キャビンの横には護衛と騎士服姿のライルが騎馬でぴたりと寄り添う。

　王都へ向かう道すがら、令嬢たちは自分たちが咲かせたシロツメクサを目で追っていた。領境の湖を起点として、この早咲きのシロツメクサの群生はいったいどこまで広がっていったのだろうか。

　王都までは馬車で三日の距離だ。だが街道の両脇にふわふわと咲いた白い花は、行けども行けども途切れることがない。

　魔術学園まであと半刻ほど、というところでライルは御者に合図し、馬車を停めさせた。王都まで辿り着いたというのに、シロツメクサの群生は一帯の草地に広がり、そよそよと風に揺れている。

「──せめてもの救いは、農地を侵食しているような様子が見られなかったことだな」

　キャビンの窓越しに、ライルが呆れた声で呟く。

「農作物に大打撃を与えるところだ」

「原っぱだけに花を咲かせるように魔術を展開したのですが……少々、やりすぎました。反省しています」

　当たり前だ、とライルはオンディーヌを睨みつけた。

「ここまで広がると、誰かが魔術を使って人為的にシロツメクサを大量発生させたなどと怪しむものもいないだろうな。たとえ国いちばんの魔術師の仕業だったとしても……普通に考えてこんなこと、不可能だ」

　ライルはやれやれと首を振り、令嬢たちは申し訳なさそうに顔を見合わせた。

「私はバルティンの屋敷に寄ってから学園に入る」

　ライルはひとことそう言うと、侯爵家の馬車から離れ、馬首を返して走り去った。ナタリアとオンディーヌは護衛に守られてヴィラーゴの街に入り、ひと月ぶりに魔術学園の車寄せに到着した。
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　下級生たちが長期休暇を楽しんでいる間、最高学年の三年生は進路選択に奔走していた。しかし名門の王立ヴィラーゴ魔術学園の高度なカリキュラムを終えた卒業生であるならば、身の振り方は引く手数多。たとえ成績が最下位に近くても、じゅうぶんにエリートたる魔術界隈の職に就くことができる。

　休暇明けには卒業式が執り行われ、それぞれ将来に向かって歩き出す三年生たちは、皆満ち足りた顔で講堂に参集した。

　王立学園だけあって、式典には来賓として王太子フィリップが列席している。ジェローニの兄フィリップはこの学園の卒業生ではないが、式典が行われる時には父王の名代としてたびたび招かれているのだ。王太子は壇上に立ち「近い将来、私が即位したあかつきには。優秀な魔術師として政を支えて欲しい」とスピーチした。

　ジェローニと同じく淡く美しい金の髪をぴしりと整え、切れ長の紫眼は凛々しい。すらりと背が高い肢体に明るい臙脂えんじ色の装束、金縁が鮮やかな白いマントを片方の肩に斜はす掛がけしている。その自信に満ちた曇りのない笑顔に生徒たちはみな見惚れ、次代の王の秀麗さに胸を躍らせながら満場の拍手を送る。

　式典が終わると、王太子は在校生たちの席に近づき、弟ジェローニに声をかけた。

「ジェローニ、よく学んでいるか」

「はい、兄上」

　王太子は、いかにも弟を可愛がっているという様相で眉尻を下げる。しかしそんな兄に対し、第二王子ジェローニの表情はやや硬い。

「勉強もいいが、一日も早く王宮に戻って来てくれ。お前のその類まれな才を存分に発揮して、ともに父上を支えようではないか」

「……」

　ジェローニは口元を引き結び、黙って頭を下げた。フィリップはジェローニの冷ややかな態度を気にする様子もなく、満足そうに頷く。そして傍らのオンディーヌに気づき、微笑みかけながら歩み寄った。深々とカーテシーをするオンディーヌの片手を取って、優雅な仕草で手の甲にふわりと唇を寄せる。

「オンディーヌ、久しぶりだね。またいっそう美しくなったようだ」

「──もったいないお言葉、ありがとうございます」

「またぜひ王宮を訪ねてきて欲しい。昔のように」

　フィリップはオンディーヌにも花の綻ぶような笑顔を見せた。その様子に周囲の生徒たちまでもが頬を赤らめ、溜息をつく。

　王太子は侍従を引き連れて、堂々たる足どりで講堂から出て行った。
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　新しい年度が始まり、ナタリアとオンディーヌは二年生に進級した。

　ナタリアが補給魔術師であることは相変わらず秘されていて、ライルによる放課後の特別授業は表向きはオンディーヌの王子妃教育として開かれている体だ。実はこれがナタリアを訓練するものであるとは、学園の生徒たちは誰も気づいていない。

　銀の首飾りを制服の胸元に忍ばせ、クラスでは相変わらず魔術の発動しない落ちこぼれとして過ごすナタリアに、クラスメイトたちは気の毒そうに声をかけてくる。

「特別授業の付き添いなど断ればいいのに。自分の勉強時間がなくなるじゃないか」

「優秀なオンディーヌ嬢と比べられて辛いでしょう？」

　ナタリアは答えに窮し、曖昧に微笑むばかりなのだが。いっぽうで、そんなナタリアに棘のある言葉をぶつけてくる生徒もいる。

「魔術の才もないのに、バルティン先生の特別授業を受けるなど。いくらロベレ侯爵家の令嬢だからといっても、厚遇が過ぎるのでは？」

　放課後、すれ違いざまにナタリアを非難してきたのは、Ａクラスに所属する一人の男子生徒だ。何と返答すればよいのかわからず、ナタリアがまた曖昧に微笑み通り過ぎようとすると、彼はさらに大きな声でナタリアを詰った。

「学園中の誰もが、もっとバルティン先生に教えを乞いたいと思っているのに。将来の王子妃たるオンディーヌ嬢ならばともかく、凡人に過ぎない君がその恩恵を受けるのは納得がいかない!!」

　ナタリアがオンディーヌの教育に便乗しているように見せかけているのだから、彼の憤怒は言いがかりでも何でもなく、もっともな言い分だ。

　黙して語らないことを申し訳ないと感じつつ、ナタリアは男子生徒に向かって頭を下げた。それがいっそう気に障ったらしく、男子生徒はナタリアの腕を掴み、さらに詰め寄ってきた。

「君は今すぐ特別授業を辞退するべきだ！」

　なかなかの剣幕で恫喝され、ナタリアはさすがに少々身を竦めた。大声が衆目を集め、何だ何だと人だかりに囲まれる中、脇から違う生徒が割って入る。

「やめろよ。彼女が辞退したからといって、君がその後釜に座れるわけでもないだろう」

「いいや、僕が納得いくかどうかの問題なんだ。こんな特別扱いは、見ているだけで気分が悪い」

「──ナタリア嬢が凡人だというが、君はその評判を誰かから聞いたのか？」

　背後から静かな声がした。ナタリアに迫っていた男子生徒はハッと顔を上げ、掴んでいたナタリアの腕を慌てて離した。

　第二王子ジェローニは、ナタリアを庇うように男子生徒との間に割って入る。

「何を以て、ナタリア嬢を凡人だと判断しているのか、理由を聞かせてくれ」

「いや、その。彼女はずっとＢクラスで──」

「ほう。だから？」

「オンディーヌ嬢と一緒にバルティン先生の授業を受けたところで、理解などできないに決まっているから……そんな意味のないことをするのは、と」

「ナタリア・ロベレ侯爵令嬢？」

「は、はい」

「ルイ・キャストロ理論において定常的に二物体間に伝熱があるとき。一方への魔術負荷が他方に与える影響について問いたい」

「……はい」

「まずは、ナタリア嬢に才が無いと決めつける君。答えてみたまえ。魔術の抵抗値をΩ、伝熱をＱとして。どのような値になる？」

「えっと……確か魔力量に抵抗値を掛け、他方への伝熱がＱとしたら定数は……その。まだ履修していない範囲なので、正確には」

　口ごもる男子生徒を一瞥し、ジェローニはナタリアに向き直った。

「ではナタリア嬢？　答えて」

「あ、はい。学説としては二つの方法がありまして。定数は２６７３ですが、あくまで理論値ですので現実との差異を考慮せねばなりません。華氏77．８℃湿度50％において誤差は26．４％とされています。さらにルイ・キャストロは線図によってエントロピーと魔力伝達の関係を表しているのでその整合性を──」

「十分だ。素晴らしい」

　ジェローニはナタリアに向かってふい、と片手を上げた。

「実は新学期から、私もナタリア嬢と一緒にオンディーヌの特別授業に出席しているのだが」

「えっ」

「ナタリア嬢とは、とても有意義な学びの時間を共有している。時にオンディーヌより余程深い知識と洞察力を持っていて、英才教育を受けるに相応しい素養を持つ生徒だ。王子妃となるオンディーヌを今後長きにわたって支えてくれる人材だと確信している」

「……っ」

　ぶっちぎり学年トップの座にいるジェローニから絶賛されるほどの才だとは。男子生徒も、止めに入った生徒も、騒ぎに集まったものたちも唖然としてナタリアを見ている。

「そもそも、バルティン先生たっての希望でナタリア嬢を特別授業に招へいしているというのに──もちろん、学園長の推挙も得ているのだぞ？　それをこのように公然と批判するなど……恥を知りたまえ」

「で、殿下。僕はただ──」

「私は、魔術の才など個性のひとつにすぎないと思っている。Ａクラス、Ｂクラスなど授業をする上でのただの人数割り。そこに胡坐をかいて、実力を知りもしない他者を謗るなど、恥ずべきことだ」

　ジェローニは、すっかり黙り込んでしまった男子生徒をじろり、と睨みつけた。

「それに。彼女は私の婚約者の妹であるだけではなく、私の恩人の娘だ。返しきれない恩義がある彼女に無礼をはたらくことは、第二王子たるこの私が許さない」

「……」

「今後、彼女の学園内での処遇に対して何か意見があるものは、私のところにくるがよい」






　ジェローニはくるりと背を向け、すたすたと歩き去った。普段誰とも深い関わりを持とうとせず、寄って来る人間を視界にすら入れようとしないジェローニが初めて見せる剣幕に、皆はしんと静まり返っている。ナタリアは一人ハッと我に返り、人だかりをすり抜けてその背中を追いかけた。

「殿下……あの、ありがとうございました」

「礼には及ばない。本当のことを言ったまでだ」

「ですが──」

「曖昧に躱しているだけでは、ああいう輩はさらに噛みついてくる。力の差をガツンと見せつけてやればいい」

「力の差……ですか」

「要は、余計なことを考えて他者につっかかることができるほど、ヒマなのだ。我々のように寸暇を惜しんで学んでいる人間が、あのような輩の思考回路を理解しようとするだけ無駄。生きている時間軸が違うのだからな。穏便に計らう必要など皆無……バカバカしい」

「は、はあ」

「さあ、授業に行こう。バルティン先生が待っている」

　確かに、ナタリアも日々勉強や鍛錬に忙しく、他人の成績がどうとかに興味を持つ暇などない。









　このあとライルの研究室に集った三人は、ナタリアの作った魔石をテーブルの上に広げてまじまじと見つめた。

「何の変哲もない石に見えるけれど……」

「しかしとんでもない魔術が込められていている。非常に有用な魔石だ」

　ライルは辺境の森林伐採をたった一人で、しかも僅か数分で片付け、全く消耗することもなく駐屯地に戻った。

　辺境伯は大量に積み上がった材木に歓声を上げて大喜びし、魔術騎士団は辺境伯にたっぷりと恩を売ることができたのだ。

「すごいわ、ナタリア。貴女の魔力が、辺境の人々の暮らしの役に立ったのね！」

「それは……オンディーヌが石に魔力を蓄えてみたら？　と言ってくれたからよ」

「ええ。これが素晴らしい魔石であるとわかってはいたけれど……実習室の中でのことだったから」

　オンディーヌは胸の前で手を組み合わせ、瞳をきらきらと輝かせた。学生の身では、なかなか魔術が人のために役立ったと実感する機会がないのだ。

「そう。魔力というのは有用に使ってこそ意味がある。強い魔力を持つ君たちは、心してその使いみちを吟味しなければならない──もし、我が国に害なす存在が辺境に現れていたならば。同じナタリアの魔石を使って、我々魔術騎士団は敵の命を焼き尽くしたかもしれないのだ」

「……」

「綺麗ごとだけでは、魔術を以て国を護ることはできない」

　ライルの強い言葉に、ジェローニは頷いた。

「魔力そのものの価値以前に、その使いみちが大切だ、と」

「その通りです、殿下。まして貴方がたは類まれなる魔力と、コルダ王国随一の権力とを兼ね備えようとしているのですから」

「──先生」

　オンディーヌが軽く片手を上げた。

「先生は、今後ナタリアの力を魔石に込めて使えばよいと思っていらっしゃるのですか？　普段は魔封じを着けて過ごし、補給魔術は間接利用に留めるべきだと」

「今のところは、ナタリアの身の安全のためにはそれが最善なのではと考えている」

「しかしそれは、ナタリアの目の届かぬところで彼女の補給魔術が利用されるということ。自分の魔術が自分のあずかり知らぬ目的に使われる、というのは、ナタリアにとってよいことなのでしょうか。それこそ悪用されるかもしれないのに」

「結局、全ての問題はナタリア嬢の存在をいつまで秘匿しておくか、ということに帰着すると思うのですが──」

　ジェローニが口を挟んだ。

「生涯、彼女がアークシリアであることを伏せておくならば、ずっと魔封じを着けておく他ないでしょう。魔石を作る必要もない。アークシリアなど、今の世に存在しないことにすればいい」

「それはそうだけれど……ナタリア、貴女はどうしたいの？　その力を生涯隠して暮らしてもいいと思っているの？」

　オンディーヌに顔を覗き込まれ、ナタリアは眉尻を下げた。

「正直を言うと……私は自分の力が世の中の役に立てばいいなと思っています。ですが、どう使えばいいのかわからない。その方法も使いみちも、バルティン先生に託してみたいと考えているのですが」

　ライルがうん、と頷いた。

「魔術騎士団に補給魔術を魔石として供給してくれるならば、ナタリアの力を出来る限り有用に使うことを約束しよう」

　ライルは掌の上の布袋をぽんぽん、と弄ぶように軽く跳ねさせた。中には、新たにナタリアが作った魔石がぎっしりと詰まっている。

「──だがそれも、魔術騎士団が正しく存続し続けることができたなら、という前提の話だ」

「え？」

　オンディーヌが怪訝な顔でライルを見つめた。

「どういうことですか？　将来、魔術騎士団が廃止される可能性があるのですか？」

　ライルは片眉を上げ、ジェローニに向かって軽く手を差し伸べた。

「──ジェローニ殿下。そろそろ、殿下の胸の内をお聞かせいただけませんか」

「……っ」

　いきなりライルに促されたジェローニは、動揺し視線を泳がせた。

「ここには結界を張っています。さあ」

　ジェローニは唇を噛みしめ、しばらく床を見つめていたが、意を決したように顔を上げた。そして訝しげにこちらを見ているオンディーヌに向き直り、ふう、とひとつ息を吐いてから口を開いた。

「……実は……私は、これまでにざっと二十七回、暗殺されかけている」

「二十七回!?」

　オンディーヌが大声を上げた。

「そんな、まさか……ご冗談を」

「といっても、階段から突き落とされかけたとか衣服に火を放たれかけたとか、食事に毒が、とかいうような些末なものがほとんどで。これは本気だな、と感じたのは三回くらい……かな」

「えっ毒？　些末……って」

「そのうちの一回、刺客に矢で射られたときに、ナタリア嬢の父君である近衛騎士のギール殿に庇われたのだ」

「……っ」

　オンディーヌは瞠目し、隣に座るナタリアの制服の肘のあたりをぎゅうっと掴んだ。その震える手に、ナタリアが優しく掌を重ね、握った。

「ギール殿だけではない。私を守ろうとして、何人もの側近や侍女が命を落としたり、王宮を去らざるを得ないような目に遭っている」

「そんな……私は全く存じませんでした」

　オンディーヌは青褪め、ナタリアとジェローニの顔を交互に見つめた。ナタリアは眉尻を下げてオンディーヌを見つめ返し、ジェローニは睫毛を伏せて、ゆるゆると首を横に振った。

「当然だ。君には知らせなかったのだから」

「どうして暗殺など──たった二人しかいない我が国の大切な御世継の王子だというのに……」

「まぁ、バカバカしいほど繰り返し命を狙われ続けたら、さすがにその意図も伝わって来るというもの。私を亡き者にしようと企んでいるのは、兄上だ」

「えっ」

　さらりと言うジェローニに、オンディーヌとナタリアは目を丸くした。

「お、王太子フィリップ殿下が、なぜ」

「単純な理由だ。邪魔なのだろうな、私のことが」

「そんな……フィリップ殿下はいつも穏やかで、私にもお優しくていらっしゃって……信じられません」

「誰が聞いてもそのような反応をすることだろう。だから、今まで誰にも話さなかった。きっと信じてはもらえないだろうからな」

　物心ついた頃からずっとそうなのだ、とジェローニは自嘲するように歪に微笑んだ。兄フィリップはあの穏やかな笑顔の仮面の下に、苛烈な性格を潜ませている。陰でジェローニを虐め、遠回しに謗り、心身ともに痛めつけようと常に画策しているような人間なのだ、と。

　それは幼いジェローニに優れた魔術の才があると発覚したころに始まった。フィリップは魔術があまり得意ではない。まだよちよち歩きの頃、兄よりもよほど上手に蝋燭の火を消し、重い木箱を持ち上げ、コップの水を自由自在に増やしたり減らしたりして見せた弟に、殺してやりたいほどの憎しみを抱いたらしい。

「兄上もまた、何十回も殺されかけた、と主張なさっている。それがあたかも私の仕業であるかのように工作し、陥れようとしてくる。私が才覚を発揮することを嫌い、学びの場を奪い、孤立させてきた。父上や母上さえ、兄上に肩入れし私とは距離を置いていらっしゃる。私は奥宮の自室を引き払い、ここ数年はずっと離宮に暮らしてきたのだ」

「そんな、酷い──」

「私が君を遠ざけている理由がわかったか？　兄上が王となられる日まで、私が生き永らえている可能性は極めて低いと思ったから。私の傍に居れば、君を巻き込んでしまう」

　いっそ逃げ出してやろうか、と思ったことも一度や二度ではなかった。だが、常に虐げられた日常を送っていると、それが普通になってくる。逃げ出す気力もなくなり、ただ一日一日をびくびくと卑屈にやり過ごすだけだった。

　思い切って魔術学園への進学を父王に申し出たのは、兄の力の及びづらい環境で、たった数年間だけでもいいから、暫しの安らぎを得たいと思った──それだけの理由だ。






　学園で学ぶことは、ジェローニにとって日々が驚きと喜びの連続だった。高い壁と結界に守られた安全な場所で、思う存分、自分の能力を高めるためだけに勉学に励むことができる。この国には自分以外にもこれほど多くの優れた才を持つ若者がいるのか、と驚き、彼らと競い、飛びぬけた成績を得て、賞賛される悦びに震えた。

　そして考えたのだ。自分は王家に生まれ育ち、このように恵まれた能力を持ちながら、本当に現状を変えることができないのだろうか、と。

「現状を変える……？」

「兄上が即位すれば、この国の魔術師の地位は失墜してゆくことになるだろう。兄上は、密かに隣国エルバーンの政策に傾倒しておられると聞く」

「えっ、まさか、エルバーンの……？」

「そうだ」

　代々、魔の素養を持たぬ一族が統治している隣国エルバーンでは、魔術とは下々の力。権力に阿おもねって然るべきものとされ、魔術師の地位は低い。彼の国の権力者たちはその力をいいように利用し、奴隷のように搾取している。碌に教育訓練も受けず使い捨て同然で虐げられているのだ。

「我が国とエルバーンは有史以前からずっと、相容れぬ仲であるとされていますが……」

「だが兄上の代になれば、一気に宥和ゆうわが進むだろうな」

　しかも、王太子は金遣いが荒いのだという。その点については父王からも幾度も苦言を呈されているらしいのだが。金をばら撒いて自分の支持者を囲い込み、またあの華やかな容姿で人々を虜にするべく着飾ったり、派手なふるまいをすることに躊躇がないのだという。

「兄上のことだ。いずれ自分が権力を手にしたら、魔術師を金儲けの道具にしようとなさるに違いない」

　王宮を離れて学園で学ぶうち、ジェローニは思い悩むようになった。将来は要職に就いて自分の力を存分に発揮したいと真摯に願う若者たちが、兄に食い物にされるとわかっていながら、自分は何も行動しないのか、と。

「命の危険に怯えることがなくなって、頭の中がクリアになったのだ。これだけの魔の力を合わせれば、国家転覆すら可能なのではないかと」

「こ、国家転覆!?」
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　オンディーヌとナタリアはライルのほうをちらりと見た。ライルは壁に凭れてじっと腕組みをしたまま、ジェローニの話を聞いている。

「ナタリア嬢。君の力に触れて、私の奥底に燻っていたもどかしさはいよいよ形を成しはじめたのだ。その素晴らしい能力が、兄によって無残に搾取される未来を、指を咥えて見ているなど耐えられない──それに」

　ジェローニはちらり、とオンディーヌのほうを見て、気まずそうに目を逸らした。

「兄上は……オンディーヌのことを気に入っているのだ」

　ぼそり、と小声で呟いて、悔しそうに拳を握りしめる。

「え？」

「面と向かって言われたことがある。オンディーヌを自分に譲れ、と」

　それだけはどうしても嫌だ、と拒絶したジェローニに、王太子は冷たい目を向け、ニヤリと微笑んだ。そしてその数日後、ジェローニは刺客に狙われ矢で射られたのだ。

「そんな。つまり、ナタリアの父君は──っ」

「ああ。証拠は何も無いが。私が兄の要求を突っぱねたせいで、ナタリア嬢の父上は死んだ……と言っていい」

　オンディーヌは大きく目を見開いた。ナタリアは隣に座るオンディーヌに震える手をそっと伸ばした。しっかりと握り合った互いの手の冷たさが、ぞくりと背筋にまで伝わってくるようだ。

「兄はまだ君のことを諦めていない。君の容姿も、ロベレ侯爵家の力も、兄の婚約者であるノバク公爵令嬢よりもよほど欲しているようだ。おそらく、私を亡き者にした後はオンディーヌを側妃として迎え入れようと画策することだろう」

「っ」

　オンディーヌは不快そうにぎゅっと眉を寄せ、とんでもないこと、と首を横に振った。

「そんな……お父様がお認めになるはずないわっ」

「私だって、そんなことは断じて認められない。それ以来私は離宮に居を移し、君を王宮に招くことを止め、夜会では常にロベレ侯爵直々に君のエスコートを頼んでいる。悔しいが、私一人の力では君を守り切れないのだ」

　ジェローニは握りしめた拳で自分の膝をどん、と叩き、力が欲しい、と項垂れた。オンディーヌはわなわなと唇を震わせている。

「……もっと早く……打ち明けて下さればよかったのに」

「すまない。だが、君や侯爵家を危険に晒したくはなかった。それほどまでに兄の王宮での力は絶大なのだ」

「殿下に距離を置かれ、私……何かお気に障ることをしてしまったのかと、ずっと悩んで」

「ああ、とても申し訳ないことをしたと思っている」

「いいえ、いいえ。違うのです。殿下はずっとそんなお辛い立場に、一人で──っ」

　ナタリアの背後から、ライルが肩にぽんと手を置いた。ナタリアはオンディーヌの手をそっと離して立ち上がる。オンディーヌとジェローニを部屋の中に残し、ライルとナタリアは研究室の外に出た。

「二人だけにしてやろう。彼らはもっと話をするべきだ」

　ナタリアはライルの顔を見上げ、小さく微笑んだ。

「今日の授業はここまで。私は学園長と少し話をしてくる。女子寮まで一人で帰れるか？」

「はい」

「殿下からいろいろと込み入った話を聞かされたが──君は大丈夫か？」

「はい」

　ジェローニの話は確かに衝撃的ではあったが、オンディーヌの混乱に比べれば自分の動揺など些細なものだ、とナタリアはしっかりと頷いた。

「強がるな。動揺しないはずがないだろう」

「え？」

　ライルはナタリアの腰に添えていた手を少しだけきゅっと引き寄せて、少し掠れた声で囁いた。

「今夜、部屋に行く」

「……！」

「首飾りを外しておいてくれ」

　ライルは僅かに表情を緩め、ナタリアの頬を指ですっと撫でて、学園長室のほうへと歩き去った。









　まったく、ライルはナタリアの心を掴むのが上手だ。

　第二王子ジェローニから、次代の王フィリップが魔術師を嫌悪していることを知らされた。ジェローニは兄から執拗に命を狙われ、ナタリアの義姉オンディーヌを手中にしようと企んでいるという。しかも、王太子による人面獣心のふるまいに巻き込まれ、ナタリアの父は亡くなったらしい。

　対立する二つの力。一方の話だけを鵜呑みにすることは危険とわかっているが、一緒に話を聞いていたライルは騎士団の長。王太子の人となりは多少なりとも見知っているはずだ。そんなライルが何も言わなかったことを考えると、虚実は明らかだということなのだろう。

　父の無念を思い、ジェローニの苦悩に寄り添い、オンディーヌの行く末を案じて眠れぬ一夜を過ごすはずであったナタリアは、ライルの「部屋に行く」という一言に自分がどれほど救われているかを思い知らされていた。

　たちまち不安が薄れ、胸には安堵が灯った。ライルが傍にいてくれるなら、何でも乗り越えられるのではと思ってしまう。

　そして今、ナタリアを苛んでいるのは、何ともいえない悔しさだ。貴重な力を持っていても未熟で、自力では何もできない自分が堪らなくもどかしい。これまでも失敗を重ね、無知を晒し、そのたびにライルに抱きしめられ、導いてもらっている。

　毎夜、銀猫の来訪を待ち望み、優しさに身を委ねることに慣れさせられ、ライルに頼って当然と思わされている。その証拠に、二年生に進級してもまだナタリアは一階の部屋に住み、いつも窓を少しだけ開けている。マダム・ハパレイからは「もう少し広い上の階に移ってもよい」と言われているというのに。

　自室の机にテキストを広げペンを握っているが、さっきから勉強どころではなくずっとうわの空だ。机の端には小石の詰まった小瓶と、魔封じの首飾りがじゃらりと置かれている。

　どうしたら自分はもっと皆の役に立てるだろう。ナタリアはきゅっと唇を噛み締めた。






　しばらくすると窓がカタン、と揺れて、カーテンの裾から銀猫がふわりと姿を現した。ナタリアは椅子から立ち上がり、足元に擦り寄る銀猫の背中を、身を屈めて二、三度撫でた。

　新学期に入ってから、猫が部屋に来たのは初めてだ。久しぶりの艶やかな毛並みの感触に、ナタリアは目を細め、顎の下をわしゃわしゃと撫でてやった。脇の下に手を入れて、銀猫をよいしょと目の高さまで抱き上げる。目の前で脱力する猫の腹の毛並みは実った麦畑のように艶やかで、ぶらーんと伸びた二本の後ろ脚は、驚くほど長い。

　ライルのすらりとした手脚が頭に浮かんで、やっぱり先生なんだわ……と思ってからナタリアはハッとした。先生の腹や脚をまじまじと見つめるなんて。慌ててくるりと猫の身体を丸めて抱き込み、膝の上に座らせた。

　じっとこちらを見つめる翡翠の瞳をまともに見られない。はぁ、と溜息をつきながら両手で猫を撫で回す。

　空気がふっと揺れて、次の瞬間ナタリアの膝上にずしりと重みがのしかかった。目の前には漆黒の布地。顔を上げると、少し困ったような翡翠の瞳が背中越しにこちらを見下ろしている。

「──誰かの膝の上に座ったことなど、二十数年ぶりだ」

「えっと……」

「名残惜しいが、君が潰れてしまうと困る」

　どうやら変身が解けてしまったらしい。ライルは立ち上がってナタリアの腕をぐいと引き、ベッドにすとんと座らせた。

「──変身の魔術が早々に解けたということは、無意識に補給魔術を垂れ流すことがなくなった、ということか？」

　ライルも隣にぎしりと座り、ナタリアにゆっくりと顔を近づけた。

「それとも。私に、猫の姿ではなく人の姿でここに居てほしいと望んでいるのか？」

「え……」

「自分でもわからない？　では、後者ということで──都合のいいように解釈させてもらおう」

　ライルの顔はますますナタリアに迫り、ちゅ、と軽く唇が触れ合った。

「猫よりも、私が欲しい？」

「あ……」

「私は……君が欲しい。およそ二月ぶりだからな。飢えて飢えて、しょうがない」

　幾度も軽い口づけを重ねたあと、ゆったりとナタリアの唇を咥えて食むと、はぁと深い息をつく。

「──ナタリア？」

「は、い」

　ライルはナタリアの首の後ろに手を遣り、自分の首元にゆったりと抱き寄せた。

「ジェローニ殿下の話を聞いて、いろいろと混乱していることだろう」

「……はい」

　ライルはうんうん、と頷いた。

「思いきり、思考の沼に落ちるもよし。過去は変えられぬと割り切って前を向くもよし。君にとってどちらが救いの道となるのかわからないが」

　ライルはよしよし、とナタリアの背を撫でた。

「付き合おう。一晩中でも」

「……っ」

　駄目だ、と思ったとたんはらりと涙が溢れ出た。ライルの首筋に雫が触れ、教師服のシャツにじわりと染みこむ。

「先生──言っておきますが」

「ん？」

「これは、悔し涙です！」

　自分の首元に身体を預け、はらはらと涙を流す令嬢の口から発されたとは思えない強い言葉にライルは眉を寄せた。

「自分が何をしたらいいかわからない、何の役にも立てないことが悔しくて、先生の優しさに縋ってしまっていることが悔しくて、涙が──っ！」

「ほう」

「めそめそ泣きたくなどないのに、勝手にっ」

「そうか──わかった」

　ライルはくるりと体勢を入れ替え、ナタリアをどすん、とベッドに組み敷いた。

「あっ」

「君は、ほんとうに私をゾクゾクさせる達人だな」

　ナタリアの顔の横に肘をつき、額にそっと唇を寄せた。

「悔しいか？　ナタリア」

「はい……悔しいです」

　そのまま目元に唇を滑らせ、涙の跡を吸いとるようになぞる。ナタリアはぴくっと身体を震わせた。

「私の手中に堕ちかけていることに、気づいている？」

「……はい」

「君の思うとおりだ。そもそも、私がこの魔術学園に臨時教師として着任したのも、君がいたから。ジェローニ殿下に肩入れしてしまっているのも、君のせい。君がここに居なければ、今頃辺境で黙々と働いているだろうし、王太子の邪意を聞かされたところで、さてそれならばさっさと他国へ亡命するか、騎士を辞めて家を継ぐか……くらいにしか考えていなかっただろう」

「えっ」

「君を手に入れようと思うばかりに、面倒くさいことに首を突っ込み、魔術騎士団の職務を滞らせ、薄遇にあえぐ第二王子の後ろ盾となるべく策を巡らせる羽目になってしまった」

「ええぇ」

「私の人生を狂わせたのだから。責任をとって、少しくらい付き合ってくれてもいいだろう？　私の思い描く未来に」

「狂わせ……？」

「ああ。実に、狂おしい」

　ライルの冷たい鼻先が、ナタリアの鼻先をつん、と擦った。

「君を護りたいなどと言っておきながら。結局私は自分が満たされたいだけなのだ。王太子と変わらぬ、私利私欲だ」

　ナタリアは黙って首を振る。ライルが私利私欲だけで動く人間だなんて、とても思えない。

「ナタリア。君の存在は、私を幸せにしてくれている。立ちはだかる苦難を苦難とも思わず、さっさと片付けてやろうとまで私に思わせているのは、外ならぬ今の君だ──自分を非力だと嘆き、何の役にも立たないと悔しがる君が。魔術騎士団長たる私を動かし、操っている」

「あ、操って？　私が？　先生を？」

　ライルはナタリアの首元にズボッと顔を埋めた。

「オンディーヌにもそう愚痴を言った。君に弄ばれている気分だ、と」

「んっ……」

「悔しいのは私のほう。君はもう少し驕っていい。こんなにも私を翻弄しておいて」

「そ、そんな……ひゃっ」

　ライルの唇が、ナタリアの首筋を食む。

「──道を見失うな、ナタリア。前に一度授業で言ったろう。何のために学ぶのか、自分の目標は何なのか。それを達成するためなら、恥を恥とも思わずあらゆる手段を講じて臨むこと」

「ん……」

「手を差し伸べてきた者にもまたそれぞれの信念があるのだ。自分が貫こうとする道への助けを、拒むな」

　質素なルームドレスの丸い襟元を歯でぐいと引っ張り、露になった鎖骨の窪みに鼻先を埋める。

「何度でも言うぞ。私を利用すればいい──私の手を、拒まないでくれ」

「せ、先生……」

　ライルは身を起こし、机の上に置かれている小石の詰まった瓶を顎でくい、と指した。

「どのみち今宵は一晩中君の傍にいるつもりだが、猫の姿に戻ったほうがいいか？　君の魔術に頼らずとも、あの魔石を握っておけば、朝まで変身が解けることはないだろうし」

「……」

　ナタリアの小さな手が、少し躊躇いながら、ライルの黒い教師服の胸元をきゅっと握った。ライルはふふ、と小さく笑う。

「──学生の頃。皆が女子寮に忍んで行っては、寮母に見つかり罰されていたのを冷めた目で見ていた」

「……そんなことが……」

「毎日毎日、一人や二人ではないぞ。今だって、この女子寮のあちこちに男子生徒が忍び込み、睦み合っている恋人たちがいるはずだ」

「そう、なのですね……」

「だからマダム・ハパレイは毎日ああやって見回りをするのだ」

　ナタリアはどぎまぎと天井を見上げる。

「規則を破ってまで、そんなことをするなんてバカバカしい、と思っていた。だがこの年になって、いそいそと女子寮に通うことになるとは、な」

　ライルはナタリアの顔をじっと見つめた。

「ナタリア……今日は少しだけ、可愛がりたい」

「え」

「少し触れるだけだ。最後までは、しない」

　ルームドレスの前ボタンに、ライルの指が掛かった。ぷつん、とひとつだけ外されて、またナタリアはライルの服をきゅっと握る。

「君にそうやって私の服に縋られると、いつも……堪らない気持ちになるのだが」

　もうひとつボタンが外されて、現れたナタリアの肋骨をライルが指先でつ、となぞった。

「怯えているのか、受け入れてくれているのか、どっちだ？」

「……っ」

　耳元で囁く低い声に、聞かないで、というようにナタリアは顔を少し背ける。ドレスの前立ての隙間からライルの指が侵入して、室内用の簡素な下着の紐はあっけなく、はらりと解かれた。そのまま布を掻き分け、膨らみの頂に向かって伸ばされた指の背が、ふるん、と尖端を弾いた。

「あ……んっ」

「声を出しても大丈夫だ。最初から結界を張ってある」

　くり、くり、と弄られて、あっという間に胸の中心が立ち上がり、ぴんと張り詰める。大きく身を捩った勢いで、片方の胸先がドレスの前立てからふるり、と顔を出した。ライルはいそいそともうひとつボタンを外し、掌でナタリアの膨らみを包み込む。

「綺麗だ……」

「んんっ」

　暗闇でも、形のよい膨らみがぱんと張って僅かに光っている。大きく擦られる掌に、硬くなった芯がライルの指に引っかかるたび、ナタリアはびくん、と背を跳ねさせた。

　ライルはゆっくりと身体を倒し、すっかり露になったナタリアの胸元に唇を寄せた。

「あっ」

　硬くなった根元を舌先でつんと突かれ、身体が勝手にびくびくと震えてしまう。

「学生のころの私は、まだまだ幼かったらしい。夜毎愛する人に触れたいという欲は……これほどまで際限がないというのに。何も、わかっていなかった」

「……んっ」

「この悦びを得るためなら、寮母に叱られるくらい些末なこと」

　胸の先を咥えて揺らしながら、ルームドレスの裾からライルの掌が入ってきて、ゆっくりとナタリアの腿をさすった。

「あっ」






「早急で済まないが。初めて男に触れられて、きっと疲れる。早く休ませてやりたいのだ」

　それならば今すぐナタリアを解放して、寝かせてくれればいいのに──ライルの指は動きを止めず、躊躇うことなく下着をくぐって入ってきて、ナタリアの脚の間にくいと挿し込まれた。

「──だから、ナタリア？　少しだけ、脚を」

　ナタリアは求められるがまま少し両腿を開いてしまう。ここは、誰にも触れられてはいけない場所だと本能で知っているのに。どうしてライルには許してしまうのだろう。

　長い指は腿の付け根に辿りつき、複雑な襞を優しく開いて、ゆっくりと摩りはじめた。

「痛くないか？」

「は、い……あっ」

　ライルの指が泥濘にするりと入り込むたびにびりびりと背筋が痺れ、ナタリアは腰を跳ねさせる。

「力を抜いて」

　吐息混じりの低い声で囁かれると、何でも言うとおりにしてしまう。恥ずかしいのに、止めてほしくはないのだ。ライルは脱力したナタリアの脚をさらにぐいっと大きく開かせ、襞の底を二本の指で前後に大きく撫で解す。

　自分の肌がライルの指の腹にぴち、と吸いついているのがわかる。どこから立っているのかわからない水音は、胸の膨らみを貪るライルの舌によるものなのか、それとも襞の間をまさぐる指の仕業なのか。甘く小さな嬌声が止まらず、「あん……」という艶めいた声色はとてもじゃないが自分の口から零れたものとは思えない。

　手持ち無沙汰な両手が、堪らず胸元で蠢くライルの銀の髪をぎゅっと握った。ライルはナタリアの胸から顔を上げ、ナタリアの顔の近くに伸び上がってきた。

「あ……ご、めんなさ、い……」

「謝ることはない。私は、君に縋られるのが堪らなく、好きだ」

「せんせ……」

「ナタリア。もっと縋って？」

　鼻先どうしをつん、と突き合わせて強請られ、ナタリアは躊躇いがちにライルの首に両腕を回した。

　深く唇が重なる。湿った指が前の繁みの奥底から何かを探りだすようにして捏ねたあと、二、三度横に小刻みに動いた。とたんにナタリアはガクン、と高いところから転落したような浮遊感に見舞われ、ぎゅっとライルに縋りついた。

「あぁっ、せん……せ……っ」

　あっという間にナタリアの頭は真っ白になり、身体は硬直したままガクガクと前後に波打った。こんな感覚は経験したことがなく、どうしたらいいかわからない。

　ライルの指はまだゆっくりと繁みの奥で動いている。その動きに合わせて小刻みに痙攣しながら、ナタリアは徐々に脱力していった。

「可愛い……」

　荒い息を吐くナタリアの顔じゅう至るところに口づけを落としながら、ライルは乱れたルームドレスを元通りに整えてゆく。

「君のこの姿をもう一度見るためなら、私はどんなことでもするだろう」

　耳元に掠れた声が響き、背後からぎゅっと抱きしめられた。

　もう一度……こんなことを、また？　ナタリアはふぅと小さく溜息をつき、身体に巻きついている教師服の腕をきゅっと握った。

「こら」

　旋毛に唇が埋められ、咎めるような声が頭に響く。

「早く寝かせてやろうと思っているのに。もっとしてほしいのか？」

「っ……」

　むぎゅ、と唇を長い指で摘ままれた。

「あまり煽るな。さあ……眠って」

　身体に力が入らない。長い腕に抱きしめられ、ゆっくりと髪を撫でられながら、ナタリアはすぅと深い眠りに落ちていった。
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　数日後。ライルは、学園長室に呼び出されていた。学園長は執務机の上に二通の書簡を並べて置き、額の深い皺をいっそう深くしながらトントン、と指先で机を叩いた。

「──ここに、君に関する二通の書簡が届いている」

「ほう、そうですか」

「一通は、君の御父上バルティン伯爵からだ」

「へえ」

「ナタリア・ロベレ侯爵令嬢に関する身上調査……といったところかな。文面から察するに、どうやら手放しで喜んでいらっしゃるようだが」

　学園長はやれやれ、と肩を竦めた。

「まあ、君の彼女への入れ込み具合から、こうなることは薄々わかっていたが──」

「申し訳ありません」

　ライルはゆっくりと目線を下げ、学園長に詫びた。

　彼女の部屋に通っていたことも、おそらく学園長には気づかれていたことだろう。何故今まで学園長がライルを叱責しなかったのか、こちらが聞きたいくらいだ。

　学園長がじろり、とライルを睨みつけた。

「お前ともあろう人間が、彼女の力を欲しての行動、ではあるまいな？」

「まさか」

　ライルは悪びれもせず、肩を竦めた。

「ナタリアが望むなら、彼女の魔力を封印して、魔術を使わぬまま生涯を送ればよいと考えています」

「ふむ。ならば──」

「はい。ただ単に、彼女に惹かれただけのこと。教師という立場に在りながら自分を律することができなかった、私の邪な感情以外の何ものでもありません。どんな処罰でも受け入れ──」

「開き直るでない、馬鹿者」

　ライルは懐かしそうに眉尻を下げた。学園長が生徒を叱責するときはいつも「馬鹿者！」と低い声で吐き捨てるのだ。老獪な魔術師が感情を露にする様子に、叱られた生徒たちは最初驚き畏れおののくのだが、まるで我が子を諭すようなその口調にだんだんと慣れ親しみ、三年生にもなるとあちこちで「馬鹿者っ！」などと口真似をしたりしているのだ。

　学園長はナタリアだけでなく、ライルのこともずっと観察してきたのだろう。ナタリアの持つ稀有な力を、この先誰に託すのが最善なのか。ライルが補給魔術の魅力に溺れ、自らの魔力を欲望のまま増強させて道を踏み外すようなことがあれば、全力で阻止しなければならない、と。

　だがライルはナタリアに魔術の制御を教え、オンディーヌとジェローニをも巻き込んで、力を持つものの覚悟と責任を説いた。そしてそのいっぽうで十代の若者のように女子寮に忍び込み、ナタリアに愛を囁いた。そのいずれも、ナタリア自身が少しでも抗う様子を見せたなら……と、学園長はずっと様子を窺っていたはずだ。

　学園長は深い溜息をつきながら、ライルの父から送られてきた書簡を摘まみ上げた。

「この上、儂が彼女のことを成績優秀、品行方正、非の打ちどころのない生徒だなどと評価した手紙を返したら、御父上は喜びのあまり卒倒なさるのではないか？」

「滅多に家に寄り付かず、これまで婚姻のコの字も匂わせなかった不肖の嫡子が、いきなり相手を決めてきたのですからね。しかも、今をときめくロベレ侯爵家のご令嬢だ。お手数をおかけしますが、せいぜいナタリアを褒めちぎっていただけたら助かります」

「ナタリアの養父──ロベレ侯爵とも話したのだろう？　何と仰っていた？」

「たいそう驚いたご様子でしたが。快諾いただきましたよ？」

　学園長はまたひとつ溜息をつくと、今度はもう一通の書簡を持ち上げ、ひらひらさせた。

「言いたいことは山ほどあるのだが。君の補佐官から急ぎの連絡が飛んできた」

　ライルは眉を顰める。学園長の手の中にあるのは魔術騎士団の封蝋が押された、明らかに魔の力が籠もった手紙だからだ。

「辺境に大量の難民が雪崩れ込みつつあるらしい」

「……難民？」

　辺境伯領が接する隣国エルバーンとの北の国境線は封鎖されている。鬱蒼とした針葉樹林に幾重にも囲まれ、難民が雪崩れ込むような事態になるはずもないのだが。

「にわかには信じがたいですね。あの地にエルバーンから難民など……」

「状況はよくわからないが、とにかく君に一度戻って来て欲しい、危急の事態だと記されている」

「……ですが、授業が」

「それは問題ない。近くワースが復帰すると言ってきた」

「復帰？」

　ここ半年ほど、体調を崩して休職していた魔術教師ワースが学園に戻って来るらしい。

「しかし、失踪した生徒の調査もまだ──」

「それもこっちで何とかしておく。今すぐ私が辺境に送ってやろう」

「えっ？」

　ライルは両掌を学園長のほうへ向けた。

「いや、それには及びません。自分の馬で──」

「遠慮せずともよい。一刻の猶予もないと書かれているのだし、どんなに急いでも騎馬では六日も七日もかかるではないか。転移させれば一瞬なのだから。ほれ」

　手招きする学園長に、ライルは一歩後ずさってふるっと首を横に振った。

　魔術で何やら砕いたり切り裂いたり、結界を張ったりするのは得意なのだが、変身したり転移したり、自分の身体を魔術でどうこうするのはどうもしっくり来ず、いつも転移酔いが酷いのだ。

「せっかくのお気遣いですが。私は──」

「さっさと行ってこい」

「あっ」

　学園長がざっと空気を上下に切り裂くと、ライルの身体は室内から忽然と消えた。









　びっしりと密な針葉樹林の隙間から、多くの人々がばらばらと倒れ込むように、荒れた草地に足を踏み入れた。砂交じりの風に霞む荒野に、点々と続く人の塊。ざっと千……いや三千ほどはいるだろうか、よたよたと皆足どりはおぼつかない様子で、次から次へと森林の中から荒野へと零れ出てくる。

　少し離れた小高い丘の上に、濃紫の騎士服を纏った十数騎の騎馬小隊が参集していた。馬上の騎士たちは、針葉樹の森から絶え間なく零れ出る人々の群れをじっと見守っている。

「どのくらいの民が流れてきているのだろうか」

「かなりの人数ですね。皆息も絶え絶え、という様相ですが。いったい彼らをどうすれば──」

「我々には判断できない。とにかく今は様子を見守るしかないだろう」

　そのとき、騎士たちの背後の空気がざわっと揺れたかと思うと、空から大きなものがドサリと落ちてきた。ヒヒン、と馬が動揺して、騎士たちは慌てて手綱を引き締める。

　いったい何事かと、馬に跨ったまま背後を振り返った騎士たちは目を丸くして驚いた。土埃を纏った黒装束の男が一人、地面に片膝をついて項垂れていたのだ。

「だっ、だっ、団長ではないですかっ!!　先ほどゴードン卿宛てに書簡を飛ばしたばかりなのに──もうお戻りくださったのですか！」

「おぉ、バルティン団長っ！」

　ライルは転移酔いにくらくらとした頭を片手で押さえながら、ふらりと立ち上がった。

　辺境から危急の手紙を寄越してきた補佐官のもとへ、王都から大の男をピンポイントで転移させるとは。やはり学園長の魔力は凄まじい。魔術教師の装束のまま、帯剣すらせず飛ばされてきたライルは、部下の乗る馬の首筋にさりげなく手をつき、寄りかかった。

「これはいったい……どういう状況なのだ」

「はい。偵察鳥が察知した限りでは、隣国の収容所で暴動が起きたらしく。エルバーン軍が制圧しようとしたが、抑えきれず国境を越えてこちらに流れてきたものと思われます」

「収容所とはラモンソーか？　それとも西のドゴス河畔の？」

「ラモンソーの収容所のようですね。詳しいことはわかりませんが、ラモンソー地区一帯が戦闘になり、巻き込まれた周辺住民も逃げてきたようで」

「ラモンソーということは、政治犯か。怪我人が多そうだが、治癒師は確保できているのか？」

「治癒師は呼び寄せていますが、身の安全を考えると、あの群衆の中へ派遣するわけにも──」

「ともかく、私が視察に行こう」

「危険です！　彼らがどのように動くかわからない。難民らの中にエルバーン軍の息のかかった者が紛れ込んでいるかもしれません」

「危険だとしても、まずは状況を把握せねばどうにもならぬだろう。従騎士と治癒師を数人伴うから、人選を」

「はっ」






　ライルは部下に馬を譲らせ、治癒師と従騎士たちを伴って、群衆の周りを遠巻きにするように駆けた。人々はことごとく傷つき、くたびれ果て、粗末な服装を纏っている。大半が市井の民たちのようで女子どもの姿も多い。身体は血塗られ、地面に倒れたまま動かぬ者、ぐったりと背負われ運ばれている者もいる。

　荒れ地の中ほどにある川辺を目指しているようで、騎馬で周囲を走るライルたちには目もくれず、皆水場を求めて長い列をなし、よろよろと歩を進めている。

「酷い状態だ……ラモンソーからここまで、あの険しい国境を越え、いったい何日かけて歩いてきたのでしょう」

「これでは大半の者が川に辿り着くまでに命を落とすだろう。森の中にも多数の死傷者がいるに違いない」

　ライルは馬の腹を蹴り、長い列の先頭をゆく男たちの集団に近寄った。全員がぼろぼろに破れた衣類を纏い、にわか作りの粗末な担架に怪我人らしき者を横たえて必死で運んでいる。男たちは、馬上のライルの顔を生気のない目でぼんやりと見つめた。

「お前たちが人々を率いてきたのか？」

「助けて……どうか、助けて、くださ、い……」

　一人の若い男が掠れた声でそう言うなり、ガボッと口の端から血を滴らせて地面にがくり、と膝をついた。見ると、男の脇腹には折れた矢が深々と刺さっている。ライルはひらりと馬から下りて、その男に駆け寄った。

「お前が、皆を先導してきたのだな？」

「……はい」

　男は唇の端から血を滴らせながらこくこくと頷く。男が話しているのはエルバーン語ではなく、ここコルダ王国の言葉だ。

　男の顔色はすでに乾いた土のように血の気が無い。矢傷を受けながらもここまで人々を導き、ついに力尽きようとしているのか。ライルは男の身体を支えて地面に寝かせると、自分の服の上着の裾をきゅっと纏めて、男の口の中にぐいと突っ込み、噛ませた。

「少し我慢しろ。楽にしてやる」

　ライルは左手の人差し指と中指を揃えて、しゅっと横に空を切った。

　男は「あぐっ」と唸り声を上げ、咥えた教師服の裾を噛み締める。鏃やじりは黒い血肉を纏いながらずるり、と男の脇から抜け落ち、草の上に落ちた。

　ライルは背後の従騎士たちに向かって片手を上げた。力なく倒れている男の傍にやや老齢の治癒師が歩み寄って膝をつき、何やら呟きながら掌を横に払う。

　すると男の傷は瞬く間に塞がり、破れた薄茶色い衣服の隙間に薄桃色の皮膚がみるみる盛り上がった。顔色に生気が戻り、ぷはっと息をした男の口から、ライルは服の裾をぐいと引き抜いた。

「歩けるか？　事情を聞きたい」

「は、はい」

　男は従騎士から水を飲まされ、しっかりとした足取りで立ち上がった。

「しかし、皆をこのままにしておくわけには……」

　群衆のリーダーらしき若い男は、息も絶え絶えの仲間たちを置いてライルについてゆくことを躊躇っているようだ。

　ライルは片眉を上げ、黒い教師服の懐を探った。取り出したのは、ずしりと重い茶色の布袋だ。掌の上に乗せ、何やら覚悟を決めるようにふぅ、と小さく溜息をつくと、また指で空を切り、袋の端を括っていた葦をプツンと切った。そして中から小石をころんと二つ取り出し、傍らの治癒師に差し出す。

「これは……何ですか？」

　治癒師は小石を受け取りながら、怪訝な顔でライルを見つめた。

「お前はこの石を握って、治癒をまっすぐ飛ばしてくれ」

「え？　石を握って？」

　ライルは、脈々と続く難民の列を顎でくいと示した。

「いいから急げ。今にも命尽きる様相の者もいるようだ。とにかくその石を握って、彼らに向かって治癒を飛ばすのだ」

「は、はあ」

　年嵩の治癒師は受け取った石を両手にひとつずつ握った。うーんと少々首を捻ったあと、ライルに背を向け難民たちの列に向き直った。

　ズン……と一瞬空気が揺れたように感じて、ライルは僅かに口の端を上げた。ふた呼吸ほど置いて、目の前に置かれた担架から、それまでぴくりとも動かなかった男がむくりと起き上がった。

　あちこちでわあぁぁぁ、と歓声が沸き上がる。倒れていたものも地面に座りこんでいたものも皆立ち上がり、抱き合い、飛び跳ねている。人々の歓喜の声は遠く針葉樹の森に向かって漣のように繋がってゆく。

「これはいったい……どういうことで──」

　呆然と立ち尽くしていた治癒師が、ゆっくりとライルのほうへ振り返った。とんでもない規模の治癒魔術をぶっ放しておきながら、少しも消耗していないようだ。

　ライルは呆気にとられている治癒師に近づくと、手から石ころを取り返し、ぽーんと遠くへ投げた。あっ、もったいない、と石を追おうとする治癒師に、ライルは茶色い布袋から新たにころころと数個の石を取り出し、押しつけた。

「治癒の届かなかった者は居ないか、最後尾まで確認して彼らをくまなく治してこい。森の中で動けなくなっている者もいるはずだが、皆が自力で水場まで辿り着けるようにしてやれ。いいな？」

「は、はい！」

　治癒師は小石をポケットに入れ、慌てて馬に跨った。従騎士を一人伴って、難民たちの列に沿って馬を走らせる。二人が駆る馬とすれ違うように、難民たちは大声で歌いながら列をなし、足どり軽く川に向かって歩いてゆく。

「すごい力だ──」

　矢傷を負っていた男がぼそりと呟いた。その男の顔に、ライルは何となく見覚えがあった。

「来い」

　ライルは男を促し、ゆっくりと歩かせて駐屯地へと連れ帰った。

















第四章












　臨時教師ライル・バルティンが学園から突然姿を消して三日後。前任教師のワースが魔術学園に戻ってきた。

「まだ身体は本調子ではないので、皆さんお手柔らかに頼みますよ？」

　ワースは優しく微笑んで生徒たちを和ませ、その日からＡクラスの魔術の授業を受け持ちはじめた。

　学園長と同い年だというがその見た目は対照的で、すっかり薄くなった白髪をふわふわと揺らし、ちょっと曲がった腰に片手をあてて、もう片方の手にいつも書物を携え、眉尻と目元は、優しく若者たちを見守るように下がっている。いつも厳めしい顔で皆を震え上がらせている学園長ゴードンとはえらい違いだ。

　およそ半年ぶりとなるワースの講義に、生徒たちはほっと肩の力を抜いた。若き臨時教師バルティンの授業は確かに的確で実践的ではあったが、甘えを許さない厳しさもあった。

　いっぽうワースは生徒たちの気持ちに寄り添い、励まし、平易な言葉で魔術の鍛錬方法を伝授し、知らぬ間に魔術を上達させるのだ。彼がヴィラーゴ魔術学園随一の人気教師なのも頷ける。






　Ｂクラスのナタリアはワースの授業を受けることはなく、熟練の魔術教師が皆に慕われている様子を遠巻きに見ていた。

　ライルの不在で魔術の特訓もなくなり、授業中も魔封じの首飾りは着けたまま、自室で細々と魔石を作る他は大した訓練もできていない。

　ナタリア──っ！　と遠くで自分を捜す声がする。見るとジェローニとオンディーヌが並んで歩き、手には書物をどっさりと抱えている。一緒に勉強しようと誘ってくれるつもりなのだろうが、ナタリアはオンディーヌの声が聞こえないふりをして、小径から雑木林の中に逃げ込んだ。

　ジェローニとオンディーヌは少しずつ打ち解け、二人で語らうことも多くなった。このところナタリアは二人の姿を見かけるとそっと身を隠し、邪魔をしないよう気遣っている。

　正直なところ、ライルと顔を合わせないのも、オンディーヌやジェローニとあまり話さなくなったのも、ナタリアの精神衛生上はよいことなのかもしれない。

　あの、ライルに深くまで触れられたあまりに淫靡いんびな夜の記憶は、数日経った今もナタリアの頭の中のけっこうな割合を占拠し、ことあるごとに「わあぁぁぁ」と叫び出したくなるような衝動を沸き上がらせる。

　とてもじゃないが、あの二人の前で平静を装える気がしない。オンディーヌにはすぐに動揺を見破られ、何があったと詰め寄られて喋ってしまうに違いない。

　慣用句として「大人の階段を上がる」などという言い回しを本で読んだことがあるが、まさにこういうことなのだろう。コップの水を見てはライルの銀の髪を思い出し、そよぐ風には熱い吐息を思い出し、庭木の緑にはあの翡翠の瞳を重ねてしまう。マダム・ハパレイに「おはよう、ナタリア」と挨拶されただけで、あぁごめんなさいごめんなさいと床に身を投げ出して詫びたくなってしまうのだ。

　とはいうものの。魔術教師ワースが復職し、このままライルが辺境から戻って来なければ、いったいどうなるのだろう。ナタリアは魔術を扱えないまま卒業することとなり、せっかく学歴を得ても良い職に就くことはできないだろう。

　オンディーヌが第二王子に嫁ぎ王宮へ行ってしまえば、ナタリアはロベレ侯爵家のお荷物となって生きるしかなくなるのだろうか。そして、ライルとはもう二度と会えない──？

　──「君のこの姿をもう一度見るためなら、私はどんなことでもするだろう」──

　あの夜、聞かされた甘い囁きが頭の中でこだまする。さっきまでの浮かれた気分とはまた違う、不安と焦燥感がじわりと湧いてきて、ナタリアはきゅっと唇を噛みしめた。

　実はライルががっちりと外堀を埋め、ナタリアを娶る準備を着々と進めていることなど、ナタリアは全く知る由もなかったのである。

「──おい、君」

　楡の古木の幹に手をついて物思いに耽るナタリアの背後から、誰かが声をかけてきた。振り向くと、立っていたのは先日ナタリアに批判めいた言葉をぶつけてきたＡクラスの男子生徒だ。

「何か？」

　周りにはひとけがない。警戒するように怪訝な顔で尋ねるナタリアに、男子生徒はふっと小さく笑った。

「そんなに怖がらなくてもいい。少し話がしたいだけだ」

「……何の話でしょう」

「いいか。僕はまだ君の実力を認めたわけではない。君は身の程を弁えず、過分な待遇を受けていることをよく自覚したほうがいい」

「はあ」

　ナタリアは眉尻を下げた。もうライルの特別授業は終わってしまったが、まだそんなことを言ってくるのか。男性生徒はふんと口の端を上げた。

「あの時はジェローニ殿下に凄まれて、僕も怯んでしまったんだ。だけどよく考えたら殿下はただの同級生。王位を継ぐわけでもなく、偉そうに僕を許すとか許さないとか言える立場じゃないんだ」

「……？」

「僕はね、ちゃんと正当に評価してくれる方に忠誠を尽くしたいと思っている。ジェローニ殿下になど、金輪際阿おもねるつもりはない！」

　男子生徒はギロッとナタリアを睨みつける。

「何せ、僕はワース先生の計らいで、王太子フィリップ殿下の側近として特別な教育を受けることになったんだからな」

「えっ」

「驚いただろう。今日を限りに学園を辞めて、王宮に上がるのだが。ここを去る前に、君にだけはひとこと言ってやろうと思ってね」

「ちょ、ちょっと待って。王太子殿下の側近って……本当なの？」

「もちろん、本当だとも。学園のカリキュラムのようなまどろっこしい教育ではなく、王族の傍近く仕える特級魔術師としての英才教育だ。フィリップ殿下直筆の書簡も受け取っているんだぞ。羨ましいか？」

　男子生徒はハハ、と笑い、ナタリアの目の前で指をパチン！　と鳴らした。

「？　な、何を──」

「単なる秘匿の魔術だよ。これで君は今聞いた話を誰にも話すことができない。書いて伝えることも、身振り手振りで伝えることもできなくなった」

「……っ」

「魔術の才の無い君は、卒業後はどこかの家に嫁ぐことになるのかな？　まぁ、オンディーヌ嬢ほどではないが容姿は整っているし、どこぞの貴族の男に可愛がってもらって生涯を終えたらいい。その間に、僕は次代のコルダ王に仕え、特級魔術師として後世に名を残してやる」

　男子生徒はもう一度ナタリアを睨みつけると、踵を返して下草を踏みしめ、夕暮れ時の雑木林をざっ、ざっ、と歩き去った。






　──そして次の日から、その男子生徒は学園に現れなくなった。






「失踪、ということになるらしいわね。誰か消息を知らないか、と先生が言っていたわ」

「なかなか気骨のある、優秀な生徒だった。ナタリアに愚かな言いがかりをつけてきたこともあったが」

「……」

　ナタリアは黙ったまま、ぎゅっと眉を寄せた。






　学園の雑木林で、男子生徒と話してから三日が経って。ナタリアは、オンディーヌと共にジェローニの貴賓室を訪れていた。このところ二人の仲を邪魔しないように気遣っていたのだが、Ａクラスに所属するあの男子生徒がその後登校していないことを知り、同じクラスの二人から何か情報を得られないかと気になったのだ。

　ライルに翻弄された熱はまだまだ身体の奥底に燻っているのだが、あの男子生徒と話したせいで浮ついた気分は消え去り、ナタリアはほぼ平静を取り戻していた。

　侍従に茶を供され、三人は小さなテーブルを囲んで話をしている。が、秘匿の魔術は変わらずナタリアの心を縛り、男子生徒のことを話そうとしても口を開くことができない。教師ワースのことも、王太子フィリップに関することもだ。

　秘匿の魔術とは、実はそれほど難解なものではない。魔力を持った小さな子ども同士でも、内緒話をどれくらい秘密にしておくことができるか、まるでゲームのように競い合ったりする、ごく単純な暗示魔術である。

　あの男子生徒は高位貴族の出ではなく、南部で小さな港を管轄する男爵家の子息らしい。Ａクラスで優秀な成績を修めており、とくに最近になって魔術の才がぐんと成長したのだという。そのように実力のある人間が掛けた秘匿の魔術は、いったいいつまでナタリアの口を噤ませることになるのだろう。

　しかも彼は「今日を限りに学園を辞める」と言っていたはずなのに、失踪とはどういうことだ。優秀な生徒が魔術教師ワースに推挙され、王太子フィリップの側近候補として王宮に上がった──もしそれが本当なら喜ばしいこと。失踪、などという扱いになるだろうか。学園長も把握している正当な進路だとするならば、王立学園の生徒が居なくなったという不穏な噂話をそのままにしておくわけもない。

「……何か事件に巻き込まれていなければよいが」

「そうね」

　心配そうに眉を寄せる二人に、ナタリアは黙ってカップを傾けるしかない。そして、そんな自分がほとほと嫌になった。何かがおかしいとわかっているのに、それを誰かに伝えるすべがないなんて。

　考えろ、本当に自分には何もできることはないのか──。









　その日の夕刻、ナタリアは自室で一通の手紙をしたためた。その宛先は辺境の魔術騎士団長、ライル・バルティン。便箋に書かれているのは『会いたいです。今すぐ、戻ってきてください』との一文だけだ。

　事務室に手紙の投函を頼んだその足で、ナタリアは魔術教師ワースの研究室を訪ねた。もうそろそろ陽も落ちるころ、研究室の鍵をかけて帰宅しようとしていたワースは、思い詰めた表情で廊下に佇むナタリアに、優しい表情で語りかけた。

「君、何か質問でも？　すまないがもう帰宅するところでね。できれば明日にしてもらいたいのだが」

「このような時間に、申し訳ありません。どうしても人目を避けたくて」

「ほう」

　ほとんどの生徒は夕食を終え、寮の自室に戻っている時刻だ。研究棟には他に人の気配もなく、廊下にワースとナタリアが立っているだけ。窓の向こうは、すっかり暗くなった裏庭に緑の草木が葉影を重ね、風に吹かれてざわざわと物悲しい音を立てている。

　ワースは怪訝な顔でナタリアを見つめる。Ｂクラスの授業を受け持っていないワースは、ナタリアに見覚えが無いらしい。もちろん、オンディーヌやジェローニと共にライルの特別授業を受けていたことなど、知るはずもない。凡庸な一女生徒がいったい何の用だ、と思っていることだろう。

　ナタリアは覚悟を決めたようにふぅ、とひとつ息をついた。

「実は私──アークシリアの素養がある、と学園長から言われているのです」

「ん？」

　ワースは首を傾げる。

「何？　何の素養があると言った？」

「アークシリア……補給魔術の遣い手です」

「……」

　一呼吸置いてワースはふふ、と優しく微笑んだ。

「見え透いた嘘で教師をからかってはいけないよ。補給魔術師が出現したら、王家への届け出が義務付けられている。このコルダ王国で、近年アークシリアが現れたなどという話は聞いたことがない」

「はい。私の魔力がまだ不安定なので、学園長はまだ公にする段階ではない、と」

「……」

　ナタリアは制服の首元に手を挿し入れ、中からじゃらり、と魔封じの首飾りを引き出した。

「万が一にも他の人に悟られぬよう、このような魔封じを着けさせられているのです」

「……部屋に入りたまえ」

　ワースはかけようとしていた鍵をまたがちゃり、と捻って、研究室の中にナタリアを招き入れた。

　壁に掛けられたランプにワースが手をかざすと、ぼわっと柔らかな光が灯った。ワースはナタリアに椅子をすすめ、自分も向かい合わせに木の椅子を据えて、よいしょと腰かけた。

「……で。君はなぜ、私のもとを訪ねてきたのだ？」

　ワースの顔から柔和な笑顔は消え去り、やや眉を寄せてこちらをじっと見つめてくる。ナタリアは膝の上できゅっと両拳を握りしめた。

「私を、匿っていただきたいのです」

「匿う？　それはどういうことかな？」

「私は、貴重な補給魔術の持ち主であることを学園長に悟られ、秘密裡に教育を受けています。おそらく学園長は私の能力を秘匿したまま、将来は──騎士団に入れるつもりなのでしょう」

「騎士団に？」

「はい。先日までここで教鞭をとっていたバルティン先生と、そのような話をなさっているのをたまたま聞いてしまったのです」

「……それは、由々しき事態だ。もし君がほんとうに補給魔術の遣い手なのだとしたら、その力は国家に委ねるべきもの。騎士団がその力を独占するなど、許されない」

「はい……私は、騎士になどなりたくありません」

　ナタリアは俯き、ぶんぶんと首を振った。

「この学園に居ては、学園長や魔術騎士団にいいように利用されてしまうかもしれない。逃げたいと思っても、行くところがないのです。どうか、私をどこかへ逃がしてはいただけないでしょうか！」

「うーむ……」

　ワースは顎に手を当て、ぎゅっと眉を寄せて黙り込んだ。

「先生……お願いです」

「──君のご両親は、君の力のことを知っているのか？」

「私の父は近衛騎士で、数年前に殉職しております。母は幼い頃に亡くなりました」

「ほう、身寄りがないのか」

「はい、とある貴族の家に後見いただき、魔術学園に入学することができました。表向きにはされておりませんが、第二王子ジェローニ殿下のせいで父は亡くなったと……その贖罪のようなものかと」

「何だって？」

　ナタリアはきゅっと唇を噛み締めた。

「正直なところ、私にはジェローニ殿下への私怨があります。自分の類まれな力を信じ、この学園にやってきたのもそのためです」

「……何があったのか知らないが。王族の方への復讐心など、持つものではない」

「はい、今はわかっています。私のような無力な者が、畏れ多くもジェローニ殿下に危害を加えようなどと、そんな無謀なことはできるはずがない。ただ、私は強くなりたい。力が欲しいのです」

「……」

「……名は、何と言ったかな」

「ナタリア、と申します」

「元近衛騎士の娘だと？」

「はい、そうです」

「ナタリア嬢。君が補給魔術師だということを今ここで証明することはできるか？」

「あの……恥ずかしながら私、まだ力のコントロールが未熟で」

「怖がらなくていい──そうだな。私がそのコップに水を少しだけ注いでみせるから、君は補給魔術でそれを助けてくれないか」

「はい、わかりました」

　ナタリアは首の後ろに手を遣り、魔封じの首飾りを外してポケットに入れた。

「先生、お身体の調子は……問題ないですか？　風邪を引いたりなどされていないでしょうか」

「ああ、少々年はくっているが、風邪など引いていないよ。では」

　ワースは、サイドテーブルに置かれたコップに向かって軽く指を振った。






　次の瞬間──ざばあっと大量の水が床から噴きあがって、コップが宙を舞った。水は無数のとぐろを巻くようにして天井まで到達し、跳ね返ってまた床に向かってばっしゃばっしゃと降り注ぐ。あっという間に研究室の中は水びたしになった。

　制服から髪からびしょぬれになったナタリアは、無言でポケットから魔封じの首飾りを取り出し、元通りにじゃらんと首に掛けた。

　ワースは倒れたコップのほうに手指を突き出したまま、全身からぽたぽたと雫を滴らせて、呆然と宙を見つめている。

　しばらくしてワースはゴホッゴホッと濁った咳をした。どうやら少々水を飲んだらしい。ゆっくりと手を膝の上に下ろし、ナタリアの首に銀の鎖が掛かっているのをじっと確認してから、くいと手首を振り上げる。すると温かな風が二人の身体を包み込み、部屋じゅうの水分が一瞬にして吹き飛んだ。

「君は……」

　目を丸くしてナタリアを見つめるワースの頭の上で、僅かに生え残っている白髪が、よく乾いてふわふわと靡いている。

「あ、あの、はい、まだまだ未熟で申し訳ありません」

　いたるところ水びたしだったのに、あんなに一瞬で乾かすことができるなんて凄いな……とナタリアがきょろきょろしているいっぽう。ワースは信じられない、と言ったふうに額に掌を当てた。

「ふむ……明後日の朝。夜明け前に、学園に迎えの馬車を寄越そう。誰にも悟られず、寮を抜けだすことはできるか？」

「はい。窓から外に出れば何とか」

「大事な身体だ。くれぐれも怪我などせぬように気をつけなさい」

「……はい」

「明後日、夜明け前だ。いいね？」

　ぎゅっと握りしめたナタリアの手が、ふるっと小刻みに震えた。これは恐ろしさからくる震えか、それとも武者震いなのか──。

















第五章












　当代のコルダ王には二人の息子がいる。兄の王太子フィリップは魔力が低く、幼いころから厳しい訓練を受けたにも関わらず、些細な魔術を使いこなせる程度。どうしてもそれ以上成長することが叶わなかった。

　眉目秀麗、少年の頃からすらりと背も高く、にっこりと微笑みかければ誰もが虜になる。天性の施政者たる風格があり、大人顔負けの堂々たる振舞いに、この国の未来は安泰だ、と父王も民たちも王太子の成長を眩しく見守っていた。

　それなのに、魔術の才だけは──本当にそれだけは、凡庸だった。同じくさほど魔の力を持たぬ両親から「血筋だ」「王に魔の力など無くても構わない」と励まされるたび、フィリップは表情を曇らせた。

　王宮にはたくさんの魔術師が働いている。中でも特級魔術師とされる職位にあるものは大臣や大貴族にひけをとらない権限と待遇を与えられ、コルダ王政の奥深くに関わっている。

　いっぽう、隣国エルバーンでは魔術とは下々の力とされ、便利な肉体労働程度に扱われ、魔術師の地位は低い。王家の誰もが魔力を持っていないうえ、魔の力を持って生まれた者は忌み嫌われて王籍を追われることすらある。

　エルバーンとコルダ王国は長年折り合いが悪いのだが、フィリップはエルバーン王の施政に密かに共感していた。それが、施政者と魔術師との関係において本来あるべき姿なのでは、と。

　コルダでは王宮魔術師が幅をきかせているうえ、素質のある人材を王立魔術学園に集めて高等教育を施し、その学園長ゴードンを信頼し、ことあるごとに王宮に呼びつけ意見を求めている。

　フィリップはそれを苦々しい目で見ていた。魔術の才が無くても構わないなら、どうして父王はこんなに魔術師を重用しているのか。魔術が便利であるのは確かだが、このように魔力を持つ者に多くの権限を与えることは、危険なのではないだろうか。

　少年の心に燻っていたそんな劣等感は、五つ年下の弟の存在によってはっきりと形を成す。弟ジェローニはほんのよちよち歩きの頃から、驚くべき魔術の才能を開花させ始めたのだ。

　誰もが弟の才覚を褒めちぎった。魔の力など不要と言っていた父王も、ジェローニの能力に目を細めた。

　ジェローニは容貌こそフィリップと同じく美しかったが、内向的で口数が少なく、不愛想で滅多に笑うこともなかった。そんなジェローニが時々ふっと微笑みを溢すと、周囲は大喜びし、母も弟を愛し気に抱きしめた。

　フィリップは、常に笑顔を絶やさぬよう努めている。なのに、弟は何の考えもなく可愛がられ、何の努力もせずその才を褒められる。

　始まりは、兄弟同士によくあるほんのささいな妬みの心。しかし幼な子を皆が慈しむのは当然のこと、とフィリップが受け入れるには、ジェローニは優秀すぎた。フィリップは日に日に疑心に囚われていく。弟はその才覚によって将来自分を追い落とし、国王になるつもりなのではないだろうか、と──五歳にも満たない幼い弟に対して、である。






　とある天気のよい日の昼下がり。ジェローニは中庭で侍女たちと遊んでいた。あちこちから魔術で霧のような水を噴出させ、虹色に輝かせている。無邪気に水を操りながら走り回り、あははと声を上げて笑うジェローニに、年嵩の侍女が涙ぐんだ。「ジェローニ殿下は本当にお可愛らしく、天使のようだ」と。

　たまたま回廊に居合わせて、侍女の呟きを耳にしたフィリップの中で、何かがプツリと切れた。何が天使だ。汚らわしい、身体を魔に侵された子どものくせに。

　その侍女は数日後、ジェローニの食事に毒を盛ったと嫌疑をかけられ、処刑された。






　弟を妬む気持ちは成長するにつれて膨らみ、やがて憎しみとなってフィリップの人格に根付いてゆく。

　表向きは柔和な笑顔を絶やさず、裏ではジェローニを貶めるためには残忍な手を使うことも躊躇わなかった。弟の婚約者が、自分の相手よりもずっと美しく優秀なことも気に入らない。弟を亡き者にし、オンディーヌ・ロベレ侯爵令嬢を奪ってやる、と幾度も暗殺を仕掛けた。

　弟だけでなく魔術師を嫌って遠ざけ、魔の力を重用している父王をもいつか王座から引きずり下ろしてやる、とまで企むようになった。

　さらに隣国と裏で通じ、訓練された優秀な魔術師を送り込んでは大金を受け取っていた。

　つまり、学園から消えた生徒たちは「さらに活躍できる場がある」と王太子に実家ごと丸め込まれて、隣国に売られていた……というわけだ。









　ナタリアはまだ夜が明けきらぬ闇の中、ランプも持たずに学園の裏庭を歩いていた。マダム・ハパレイに悟られぬよう、制服のまま自室の窓からそっと抜け出して、何の荷物も持たず、書き置きも残さず。

　ワースに指示された通り、学園の正門まで行くと、結界に守られているはずの大きな真鍮しんちゅうの門扉が少しだけ開いており、外には小さな馬車が停まっていた。

　ナタリアが馬車に近づくと、御者が降りてきてキャビンの扉を開けた。車窓のカーテンはぴっちりと閉じられていて、どこへ向かって運ばれているのか見当もつかなかったが──夜が明けきらぬ薄闇の中、ナタリアは一軒の小さな屋敷に到着した。

　老齢の下女に出迎えられて、建物の二階へと案内される。そこは小さな客室になっていて、無骨なベッドと、小さなキャビネットが置かれていた。






　下女に身の回りの世話をしてもらいながら、ナタリアはその部屋で二日ほど、何も聞かされないまま時を過ごした。今頃、学園はどれほどの騒ぎになっているだろうか。あの男子生徒が姿を消したときも、皆その噂話でもちきりだった。そこから五日ほどしか経たぬうちに、今度は女子生徒が失踪するなど。

　ライルに宛てて書いた手紙が辺境に届くまで、どのくらいかかるだろう。「会いたい」などという浮ついた内容に、ライルが戻ってきてくれるかどうかもわからない。

　自分がアークシリアであることをワースに打ち明けるなど、ライルが聞いたらどれほど怒ることだろう。オンディーヌも、きっと夜も眠れぬほど心配しているに違いない。

　ワースが生徒の失踪を手引きしていると、どうやって皆に知らしめればよいのか。まずは自分の稀有な能力をワースにちらつかせ、匿ってほしいと縋り、自分がどこに連れて行かれるかを確かめたうえで、騒ぐなり逃げるなりする──つまり囮になるということ。我ながら拙く危険な方法だが、これしか思いつかなかった。

　自分のやっていることが正しいのか、ナタリアにはわからなかった。だが、いつ解けるともしれない秘匿の魔術によって口を閉ざされ、何も行動しないまま学園生活を送るなど、どうしてもできなかったのだ。






　そして、三日目の朝。部屋の扉がノックされて、教師ワースが現れた。

「二日間、君を観察させてもらったが。脱走するでもなく、どこかに連絡するでもなく、何やら企む素振りも探る素振りもなさそうだったね。本当に、私に助けを求めていたということ……かな」

「え？」

「まあいい」

　きょとんとするナタリアに、ワースは硬い表情で「ついて来い」と手招きした。
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　そのころ。遠く辺境の地にはようやく遅い春が訪れ、冷たい風がいくぶん緩んで白樺の新芽が一斉に芽吹き始めていた。

　魔術騎士団長ライルは朝の鍛錬を終えたあと、駐屯地の厩舎へと足を向けた。自ら一頭の馬に鞍を着け、ひらりと跨る。

　補佐官は今朝から国境線に程近い砦に行くらしく「私が留守の間にこの決裁を片付けておいてください」と机上に書類をどっさりとばら撒かれた。

　現実逃避……というか、せっかく鍛錬で温まった身体を執務机に押し込むのは気が進まず、ライルは一人馬に跨って駐屯地を駆け出して、とある集落へと向かった。先日、国境を越えてエルバーンからやってきた難民たちが暮らす土地だ。






　あの日、息も絶え絶えの難民たちを根こそぎ治癒させたあと、ライルは一帯を治める辺境伯と面会した。以前森林伐採を請け負った代わりに、この数千の難民を辺境伯領で受け入れて欲しい。ただし、秘密裡に──と。

　領地の過疎化に頭を悩ませていた辺境伯は、難民の受け入れを二つ返事で承諾した。領民が去って寂れた集落に彼らを住まわせ、耕す人なく放置されていた畑を与え、収穫するすべが無かった果樹を食し、大河に網を仕掛けて漁をすることを許したのだ。






　ライルの来訪に、矢傷を治してやったリーダー格の男が駆け寄ってきた。彼と一緒に集落の中を歩いてゆくと、難民たちが次々とライルに膝をつき、祈るように低頭する。怪我も疲労も、持病さえも綺麗さっぱり治癒を施してもらった人々は皆元気そうで、魔術騎士団を命の恩人と崇めているようだ。

　気候厳しい辺境伯領ではあるが、さらに北の大地エルバーンからやってきた人々は冷たい空っ風をものともせず、この集落を新しい安住の地と定めたらしい。日々せっせと土地を切り拓き、木を切り倒して家を建て始めている。朽ち果てていた水車は修復され、もう作物が繁っている畑もある。

　ここに来てから僅か十日ほどの間に生活を整えつつある難民たちの様子に、ライルは感心し目を細めた。

「実に逞しいな」

「魔力を持つ者も多くいるので、仕事が早いのです」

「収容所から脱走した魔力持ち、か──。エルバーンは、まさか君たちが生きてコルダに辿り着いたとは思っていないだろうが、念のためしばらくは一帯に結界を張っておく」

「はい、ありがとうございます。我々の魔力だけでは、とてもそこまでは」

　おそらく二十歳にもならぬだろう。まだ少年の面影の残る男は、ライルに向かって素直に頭を下げた。

「君は、何の魔術が得意なのだ？」

「そうですね……火や水を使う生活魔術の他に、転移や転送には長けているかもしれません。私の他に攻撃系の魔術を操る仲間もいますから、魔獣の発生にもある程度は備えられるかと」

「そうか」

　ライルはふむ、と頷いた。

「君たちの生家とも連絡を取りたいだろうが。そこから君らの生存を察知されては面倒なことになる。近いうちにカタをつけてくるから、それまでの間は集落の中で大人しくしておいてくれるか」

「はい、皆にもしかと伝えます」

　ライルは再びふむ、と頷いた。

「そして──生活が落ち着いたら、民に林業を手伝ってもらえたらありがたい。木材は辺境伯が相応の値で買い取ってくれるだろうから、考えておいてくれないか」

　男はぱあっと顔を輝かせた。

「我々に仕事までいただけるとは──」

「林業は辺境の貴重な収入源にもかかわらず、この地は人手不足なのだ。辺境伯も君たちの移住をたいそう喜んでおられた」

「ありがたいことです。エルバーンでは収容所で暮らすことを強要され、働けども報酬をもらうことすらなく」

「……そうだったのか」

　何か不足なものはないか？　と尋ねるライルに、男は首を横に振った。

「この国は気候もよく、水も緑も豊かでほんとうに住みやすい。しかもじゅうぶんすぎるほどの温情をいただき、我々は今やる気に満ち溢れているのです。きっと数ヶ月もすればそこそこの村ができることでしょう。何もかも、治癒を施してくださった騎士様たちのおかげです」

「君たちは、我々にとって貴重な生き証人。この国の未来のために、しぶとく生き抜いてもらわねば困る」

　目の前を大きな丸太がせっせと運ばれてゆく。女性や子どもも土を掘ったり、水を汲んだり忙しそうだ。エルバーンではさぞ苦しい暮らしを強いられてきたのだろう。新しく自分たちの村を造ることに、皆が嬉々として取り組んでいる様子を、ライルは満足そうに見守った。






　ナタリアの魔石がなければ。

　数千もの瀕死の難民を、あの場に居た治癒師の力だけでは、十人に一人生き永らえさせることも精いっぱいだっただろう。

　あの小さな石ころの力で、一つの村が造られつつある。そしてこの国の未来を変えつつあるのだ。

　オンディーヌが聞いたらきっとまたナタリアを絶賛し大騒ぎするだろうな、とライルは表情を緩めた。









　駐屯地に戻ったライルは、執務机に山と積まれた書類に仕方なく手をつけはじめた。魔術を使って面倒そうにスパスパと封を切っていく途中、ふと一通の封書に目を留めた。

　ガバッと両手で封書を掴み、まじまじと見つめる。何年振りかわからぬほど久しぶりにペーパーナイフを手に取り、まるで雛鳥に触れるように丁寧に封蝋を外し、中身を取り出した。

『会いたいです。今すぐ、戻ってきてください。ナタリア』

　刮目しつつ瞬時に百回ほど繰り返して読んだあと、ガタンと勢いよく立ち上がった。便箋を胸元に抱き込み、目を瞑って天を仰ぐ。湧きあがる熱に脳天を焼かれ、クラっと後ろに倒れそうになりながら、ライルは「ああ……」と深い吐息をついた。団長のそのただならぬ様子を、周りの騎士たちが怪訝な顔で見守っている。

　隣国との小競り合い、盗賊の制圧、魔獣の発生──幾多の命の危険を潜り抜け、その比類なき戦闘魔術の能力と剣の腕で今の地位に昇ってきたライルだが、このナタリアからの手紙の破壊力ときたら──。自分を倒すには剣は要らぬのだな、とライルはもう一度溜息をつく。

　ああ帰るとも。可及的速やかに帰るに決まっている。一瞬たりとも頭を離れることのない愛しい女性から『会いたい』などと連絡を受けて、会いに行かない選択肢はない。






　あの夜。初めてナタリアの奥深くに触れて、嬌声を上げる彼女の肌を愛でながら、自らの熱芯もはち切れる寸前だった。思い出すだけでいつでもどこでも勃ちあがろうとする厄介な杭に、幾度言い聞かせたことか。「落ち着け。回想でこんなに昂ってしまっては、いざ彼女を目の前にした時にはどうなる」──と。

　涼しい顔で執務に励んでいると見せかけて、腰から下が窮屈そうに張り詰めた様子を補佐官に見られ「こんな激務にありながら、お元気ですね」と呆れられたことも一度や二度ではない。

　思うさま貫くことは踏みとどまったが、獣のような欲の片鱗を見せてしまった自覚はある。ナタリアを怖がらせたのでは、幻滅させたのではと少々反省もしていたのだが『会いたい』とか……もういったい何なのだこれは新手の攻撃魔術か。






　ナタリアに何の説明もしないまま、問答無用で辺境に戻らされてしまった。補給魔術の訓練はどうするのか、ジェローニに関わる問題が今後どうなるのか、さぞ不安に思っていることだろう。

　次に王都に戻るときには、慎重に準備を整えねばと考えていたのだが、とにかく一度戻ってちゃんと話をしよう。

　補佐官が帰還したら今後の執務を整理し、また難民の集落に寄って……早ければ明後日にはここを発ち、五日後にはナタリアのもとへ戻ることが出来るだろうか──補佐官には「行かないでください」と縋られることだろうが。

　せめて、この山積みの決裁くらいは片付けていくか、とライルはまた執務椅子に座り、魔術で残りの書類をスパッとまとめて開封して、テキパキと目を通し始めた。









　──しかし。その僅か一刻ほど後、ライルのもとにヴィラーゴ魔術学園から通信文が飛んできた。

　ゴードンの魔力が籠められたその火急の書簡にはひとことだけ『ナタリア失踪』と記されていた。






　ライルは執務室の窓から飛び出した。二階の高さからふわりと着地し、風のように厩舎に駆け込む。先ほど乗って帰ってきた馬にまた鞍を着け、難民の集落へと疾風のごとく駆け出した。






　ちょうど昼飯時、住民たちと共に焚火を囲み、湯気のたったスープを今にも口に流し込もうとしていた集落のリーダー格の若い男は、鬼気迫る様相でやってきたライルにがしっと肩を掴まれ、目を丸くした。

「そのスープを飲め。早く」

「は、はい」

　男がぱくぱくとスープを食し、器が空になったとたん、引きずられるようにして人の輪から立ち上がらされる。ライルはその手にぎゅっと小石を握らせた。

「私と君の二人を、王都まで飛ばせ」

「え？」

「早く。この石を握ったまま、今すぐ王都まで転移するのだ」

「えっ。そ、そんな。私の魔力ではとても無理です！　王都まで、しかも二人も──」

「やかましい。やればできるから騙されたと思ってやってみろ」

　ライルの剣幕に、難民たちは食事も忘れてぽかんと口を開けている。

「え、と……王都の、いったいどこに」

　男は背筋を震わせながら、恐る恐る小石を両手で握り込んだ。ライルは男の肩をぐいっと引き寄せ、至近距離で顔を覗き込んで睨みつける。






「行き先は、ヴィラーゴ魔術学園──君の母校だ」

















第六章












「いったい何の真似だ、ワース」

　室内の調度品は全て金彩に彩られ、臙脂のビロードの布張り。天井にも床にも壁にも緻密な絵画が描かれて、無数のクリスタルを施したシャンデリアに照らされている。

　そんな豪奢を尽くした部屋の真ん中に置かれた扇形のカウチにゆったりと腰かけているのは、白い王族の装束を隙なく身に着けた、王太子フィリップだ。

「私がこの世で最も嫌悪するものは──その魔術学園の制服を纏ったガキどもの姿なのだが。どうしてここに連れてきた？」

「畏れながら。この娘については、極めて慎重に扱う必要がありますゆえ」

　ナタリアは後ろ手に縄を打たれ、ワースの横に跪かされている。補給魔術の力しか持たぬナタリアは、自分の力だけでは攻撃することも身を守ることもできない、ただの小娘。なされるがままワースに縛られ、ここまで連れてこられたのだ。

「……だから魔力持ちは嫌いなのだ。やすやすとこんな所まで入ってきおって」

　ここは王宮の最奥にある、外部の人間がおよそ入り込むことなどできそうにない、王族のプライベートなエリア。王太子の私室だ。

　ワースが生徒の失踪を手引きしている裏には、王太子の意向が関わっているだろうとは思っていたが、まさか王太子本人に直接まみえることになるとは、さすがにナタリアも予想していなかった。

「まあいい。そのようなドブネズミ、大した用事でなければ斬り捨ててやる」

　王太子はサイドテーブルからワイングラスを取り上げ、くいとあおった。その言葉遣いの醜悪さにナタリアは眉を顰めそうになるが、悟られぬようにさらに顔を伏せる。やはり王太子は、ジェローニが話していたとおりの苛烈な人格の持ち主らしい。

　王太子の機嫌を損ねたりしたら、ばっさり斬られて終わりだろう。さすがのライルも、こんな所まで助けに来てくれるとは思えない。王太子とワースにはどのような繋がりがあるのか、ここにナタリアを連れてきて、どうするつもりなのか──とにかく今は大人しくして、できる限り聞きだしてやる。

　ナタリアは後ろ手に縛られたまま、神妙な顔で項垂れた。

「何故いつものようにすぐ売り飛ばさないのだ？　お前だって金が要るだろう」

「この娘には──計り知れない価値があります。先日売り払った男の十倍──いや、うまく交渉すれば百倍の値で」

「百倍？」

　王太子が片眉を上げた。ふふんと嘲笑し、美麗な顔が歪む。

「馬鹿を言え。そんな高値を示したりしたら、エルバーン王の逆鱗に触れる」

「いいえ、それどころかエルバーンは、この娘を譲ってくれと殿下に懇願するに違いありません」

　びゅっと風切り音がして、ナタリアの耳の横をワイングラスが掠め飛んだ。白い制服に赤いワインの飛沫がかかり、滲んでゆく。

「──そのように焦らされるのは不愉快。さっさと説明をしろ」

「は、はい。実はこの娘、アークシリアの能力者であることがわかりました」

「アークシリア、だと？」

　王太子はゆったりと脚を組み、カウチの肘掛に凭れた。

「そんなもの、想像上の生き物に過ぎん」

「私も、実物を目にするまでは信じられなかったのですが……」

「面倒だが……見せてみろ。そのアークシリアの力とやらを」

　ナタリアのことをまるで家畜を見るかのように蔑む王太子の眼差しに、堪らず僅かに眉を寄せたのを悟られたのか、王太子は不機嫌そうに、壁際に立っていた若い侍従を呼び寄せた。

　金刺繍がびっしりと施されたドレスシューズで、カウチに近づいてきた侍従の脛をガツンと勢いよく蹴り上げる。侍従は呻き声を上げ、床に倒れ込んだ。王太子は冷めた目つきで、床に伏せて震える侍従の背を顎でしゃくった。

「──早く見せろ。でないと、お前の目の前でこやつを切り裂く」

「っ」

「で、殿下。アークシリアの持つ補給魔術とは、他者の魔力を増強するものなのです。つまり誰かが魔術を発動して初めて、この娘の力は発揮されるわけで──」

「ほう」

　王太子フィリップは魔の力を厭いとうあまり、周囲に魔術師を置いていないらしい。この部屋には幾人かの侍女や侍従が居るが、魔術を使える者はワースと、ナタリアと──そして、僅かな魔力を持つ王太子の三人のみ。

　王太子は心底嫌そうにますます表情を歪める。ワースはもともとこの国随一の魔術師。ここで魔術を展開しても、それがナタリアの力によって増強されたものであるかどうかは証明しづらい。

　王太子はカウチの肘掛に凭れたまま、すっと右手を上げた。ナタリアはすかさず、前頭部──フォンタネルにぐっと力を込める。

　次の瞬間、部屋中の調度品がぐわっと浮いた。ずしりと重厚なキャビネットも、チェストも、肘掛け椅子も。引き出しは宙に舞い、マントルピースは壁から外れて浮き上がり、手持ち燭台がくるくると回転しながら砕け散る。続き部屋の奥では天蓋付きの大きな寝台がひっくり返り、轟音を立てて床に叩きつけられた。

「……」

「殿下っ、お、お怪我は!?」

　カウチが横倒しになった勢いで、王太子は床に投げ出されていた。腰の抜けた侍従が這うようにして近づいてきたが、一呼吸置いて、王太子はくっくっ……と笑い出した。

　ゆっくりと立ち上がり、ぱんぱん、と装束の皺を払う。その背後でワースは慌てて魔術を展開し、壊れた調度品を元通り修復している。この部屋の家具はどれもこれも、贅を尽くした高価な品なのだ。

　ナタリアは後ろ手に縛られ両膝をついたまま、こちらに近づいてくる王太子の顔をじっと見つめた。

「──正直に言え。今の力は、お前の全力か？」

「いいえ。全力を使いましたら、私はいつも消耗のあまり失神するのですが。今のところ何ともありませんので、まだまだ余力はあるかと思います」

「ふん。生意気な口を……」

　補助される側の魔力が弱ければ、ナタリアの消耗も少ないらしい。ふらつきもせず、ナタリアは膝をついたまま眼前のフィリップに向かって軽く低頭した。その顎の下を、王太子がドレスシューズの爪先でくい、と持ち上げる。

「もしや。この娘の力を使えば──王宮の特級魔術師たちが束になっても、私の魔力にすら太刀打ちできないとか？」

「そ、それは、何とも」

　ワースは額の汗を拭いながらナタリアの傍に戻って来た。王太子はワースの顔をじっと見つめる。

「ではお前の力も借りれば、どうだ？」

「はい──私の魔力と娘の補給魔術を合わせれば。おそらく、一瞬にして王都一帯を地の底に埋めることもできるでしょう」

「ほう……面白い。実に面白い」

　ナタリアはきゅっと唇を噛み、王太子の紫眼をじっと見つめ返した。

「魔術師一人を売り飛ばす値の百倍どころか、この国の全てをすぐにでも手に入れることもできる……ということか」

　狂熱の籠もった深いアメジストの色は、第二王子ジェローニの澄んだ紫の瞳と似ているようで、全く違うものだった。









　ナタリアは侍女に囲まれ、別室に連れていかれた。学園の制服を剥ぎ取られ、髪を結い上げられて、シンプルな浅黄色のデイドレスを着付けられる。制服の胸ポケットに忍ばせていた魔封じの銀鎖が気になるが、取り出すことはできないまま、また後ろ手に両手首を紐で括られ、王太子の私室に連れ戻された。

　ナタリアは入室し、硬い表情で膝を折った。ゆっくりと顔を上げると同時に瞠目し、固まる。

　カウチの上に片脚を上げ、もう片方の脚をすらりと投げ出して座る王太子フィリップの膝元に、一人の侍女が跪いている。侍女は大きくはだけられた王太子の白いトラウザーズの前立てに両手をかけ、その奥深くに顔を埋めているのだ。

「……っ」

　ナタリアは堪らず顔を背けた。規則正しい衣擦れの音に耳も塞ぎたくなるが、両手を縛られていてままならない。きゅっと身を縮め、歯を食いしばり、その淫靡な音を脳内から追い出そうとした。

「ふ……お前のせいだろうが」

　王太子の掠れた声がする。

「お前に魔力を掘り起こされ、どうしようもなく昂ったのだからな」

「……」

　侍女の微かなうめき声。カウチの軋む音。王太子はふぅと色めいた息を吐く。

「ワースに聞いたが、お前はジェローニに恨みがあるらしいな」

「……」

「こんな風に私を翻弄し、取り入るつもりか？　ワースをそそのかして王宮に入り込み、魔力でもって私を篭絡するつもりなのだろう？」

　ナタリアは目を瞑り、顔を背けたまま首を横に振った。ギシッとひときわ大きな音がして、王太子は天井を仰ぎ、声にならない声を発した。

「は……あいにくだがな──私はお前のように卑しき者と交わるつもりはない」

　しばらくして荒い呼吸が落ち着くと、またギシギシと身体を揺らす音が聞こえ始めた。うぐ、と侍女の苦しそうなうめき声に、ナタリアはぎゅっと眉を寄せる。

「とはいえ、なかなか治まらぬな──」

　王太子はちらりとナタリアのほうを見た．淡い黄色の上品なデイドレスを纏い、ブラウンの髪を軽く結いあげ、白い肌、整った顔立ち。華奢な身体を後ろ手に拘束された年若い娘。

「……来い。ここに来て、跪け」

「っ」

「このように滾っては仕方ない……試してやる」

　ナタリアがゆっくりと目を開けると、王太子がくい、と手招きをした。

「できるものなら、私を篭絡してみるといい……」

　上気した、情欲に煙る顔をナタリアはじっと見つめ返した。その大きなブラウンの瞳から怯えが消え去り、決意の光が宿る。

　ナタリアは後ろ手に縛られたまま立ち上がり、しゃんと胸を張って、王太子のほうへと一歩足を踏み出した。

　侍女の隣にナタリアがゆっくりと両膝をつくと、王太子は侍女の髪を掴んで自分の股から引き剥がした。口から白濁を滴らせた侍女は、涙に塗れ、嗚咽を漏らしながら床に崩れ落ちる。

　ナタリアはふぅ、と大きく息をつき、王太子の腿の付け根に顔を近づけてゆく。






　この男を篭絡すれば──懐に入り込むことができれば────。









「──いい加減にしろよ、このバカ王子が」

　突然、王子の部屋の扉が開いて、濃紫の騎士服を纏った男がずいと入室してきた。












　遡ること数刻前。






　辺境の魔術騎士団駐屯地で「ナタリア失踪」とゴードンからの書簡を受け取ったライルは、難民の集落から一人の魔術師を伴って、王都のヴィラーゴ魔術学園に向けて転移した。

　ライルと集落のリーダーは学園内の裏庭にどさりと尻もちをついた。ナタリアの補給魔術が込められた小石の効果で、魔術学園の結界すらやすやすと突破したらしい。ライルはすぐさまリーダーの男の腕を引っ掴み、転移酔いにふらふらしながら学園長室に雪崩れ込んだ。

「学園長っ──ナタリア失踪とは、どういうことです」

「ライル、早かったな」

　ナタリアの失踪を報せる書簡を飛ばしてから、僅か半刻ほどでヴィラーゴに到着したライルに、ゴードンはさすがに驚いているようだ。

　ゴードンによると、ナタリアは寮の部屋から忽然と姿を消したという。二日前の夜、消灯時間ぎりぎりに自室に戻って来たナタリアに、マダム・ハパレイが「遅かったのね」と声をかけて以降、誰も彼女の姿を見ていないらしい。

　ライルはぎりり、と拳を固めた。自分が辺境に戻ってすぐ、ゴードンが懸念していた第四の失踪者が発生し、さらに、よりによってナタリアまでその後に続くとは。

「隣国エルバーンから逃れてきた難民たちから証言を得て、王太子とワースの悪行について調書をまとめ、とっくの昔に学園長に送ったはずです。なのにワースを泳がせ、王太子の断罪にも手間取り、このような事態を招くとは──まさに、愚鈍の極み」

「仮にも一国の王太子を裁くのだ。慎重に事を運ばねば、証言してくれた難民らにも危険が及ぶ。下手をすれば、エルバーンと開戦、などという事態をも招きかねない」

「──生ぬるいっ！」

　吐き捨てるように言い放つライルに、ゴードンはふぅ、と溜息をついた。

「お前の気持ちはわかる。ナタリア嬢まで隣国の手に渡──いや、そうならずとも、王太子の手中に落ちてしまうことは、何としても阻止せねばならん」

「そのようなこと、許さない。決して」

「……あの」

　ライルと一緒に転移してきた集落のリーダーの男が口を開いた。彼こそ、昨年にワースに騙されエルバーンに売られた生徒の一人だ。男はゴードンに向かってぎゅっと唇を噛みしめて一礼し、ライルの肩に手をかけた。

「バルティン団長。今すぐ貴方をワースの家まで転移で送ります」

「──いや、そんなまどろっこしいことはもう、いい。これから王宮へ向かい、王太子と対峙する」

「えっ、王太子殿下と……？」

「ああ、そうだ」

　ナタリアは、表面上は魔術が使えないように装っている。にもかかわらず攫われたということは、それはワースが彼女の補給魔術ちからに気づいたからに違いない。

　貴重な補給魔術師を手に入れたワースは、王太子のもとに連れてゆくはずだ。私利私欲をほしいままにしている王太子はきっとナタリアを隣国に売ることはせず、側に置こうとするだろう。

　ライルの銀の髪は怒りにふわっと逆立ち、瞳は緑色にきらりと燃え上がった。

「で、では王宮にお送りしましょう」

「いや、それには及ばない」

　ライルはきっぱりと拒絶した。辺境からここまで飛んできて、すでに転移酔いが酷い。ここからまた王宮まで転移するなど、想像するだけでさらに気分が悪くなる。

「学園長、馬を貸してください」

「構わないが……ライル？　あまり無茶をしてはならん。お前にもしものことがあっては、ナタリア嬢を救うことができないのだぞ？」

「もしものこと？」

　ライルはゴードンに向かってフン、と口の端を上げた。

「王宮に、私を止めることができるほどの力を持つ者がいるとでも？」

　ゴードンはまたふぅ、とひとつ溜息をついた。

「──わかった。だが、少しだけ待て」

　ゴードンは引き出しから書類綴りを取り出した。その表面にさらさらと何やら書きつけると、ライルに向かって差し出した。

「これは、これまでに得た王太子の奸計かんけいの証拠を纏めたもの。まだいろいろと不足している部分もあるが、とりあえずこの書類を持って、まずは国王陛下に謁見するのだ。私からも先触れを飛ばしておく──火急の用件、とな」

「わかりました」

「くれぐれも、冷静に。怒りに任せて魔術をぶっ放すようなことはするな」

　ライルはこくりと頷き、ゴードンから書類綴りを受け取ると、外套を翻して学園長室から走り去った。馬を借りて王宮に辿り着くやいなや、王宮の結界を根こそぎ操作した。警備の近衛兵たちはそれを止めるどころか、結界に閉じこめられて、回廊を闊歩するライルに近づくことすらできなかったのである。









　ライルはつかつかと王太子に歩み寄り、ナタリアの腕を掴んでひょいと小脇に抱えた。

「権力と実力の違いを理解できていないとは。幾ら魔術がヘタクソなボンクラでも、歴史をもう少し学ぶべきだろう」

「──誰だお前は」

　ライルははだけられたままの王太子の下腹をじっと見下ろし、はぁと溜息をつく。

「どこもかしこも、大したことないな」

「なっ……何故こんな男が入り込んでいる!!　護衛は！　衛兵はどうしたっ!?」

「お前が愚行に耽っている間に結界に閉じこめ、片っ端から眠らせてある」

「……何ぃ？」

　護衛は扉の外にいるはずなのだが、やってくる気配すらない。部屋の侍従は皆おろおろと顔を見合わせ、ライルに詰め寄られている王太子を守るどころか近づこうともしない。

「お前が愚かなのだ。魔術師を嫌って傍に置かないせいで、魔術師に襲われたら何もできない」

「おっ王宮には結界が──特級魔術師が──」

「特級魔術師？　結界？」

　ライルはふん、と口の端を上げた。

「──その王宮の結界を張ったのは、特級魔術師にして魔術騎士団を統括する……私だが」

　ライルはよいしょとナタリアを抱えなおし、王太子にくるりと背を向けた。

「お前が隣国と通じ、コルダ王国の魔術師たちを売り払って金銭を得ていたこと、数多の生き証人たちの存在も含め国王陛下に報告してある」

　つかつかと歩いて扉を大きく開ける。

「陛下はたいそうお怒りだったからな、逃げるなら早くしたほうがいい。我らが立ち去れば、結界は解けそれこそ衛兵がやってくるぞ？　──お前を捕えに」

　ライルはナタリアを小脇に抱えたまま、王太子の部屋から退出し、また堂々と王宮の回廊を闊歩した。そこには衛兵の一人も見当たらず、しんと静まり返った王宮内で往く手を遮られることもない。

　自分で歩けるから下ろして、と言いたいところだが、なんせライルの歩くスピードがものすごく速い。これは身を任せたほうがよさそうだ、とナタリアは諦めてされるがままになった。

　中庭を突っ切り、あっという間に王宮の外へ連れ出されて、車寄せで大人しく待っていた一騎の馬によいしょと担ぎ上げられる。ライルもその後ろに跨ると、勢いよく王宮の門を駆け出した。






　激しく揺れる馬上で何も言葉を発しないライルに背後を守られ、ナタリアは困惑しながらもその安堵感にまた涙が出そうだった。

　片手で手綱を操りながら、自分の腰をしっかりと抱き留める逞しい腕に、もう悔しさなど感じない。湧きあがるのは確かな感謝の気持ちと、深い安らぎと、そして──わあぁぁと叫び出したくなるようなもどかしい思い。

　陽の高さからみて、ちょうど昼を過ぎたくらいの時刻だろうか。四半刻ほど駆けて辿り着いたのは、一軒の邸宅だった。見たところロベレ侯爵家の半分ほどの広さの敷地だが、立派な門構えのいかにも中堅貴族といった風情のお屋敷だ。

　ライルが馬上から門扉に手をかけようとすると、屋敷の脇から馬丁らしき男が飛び出してきた。ガラガラと引き開けられた門をくぐり、こぢんまりとした煉瓦張りの車寄せに馬を止めた。

　ライルはひらりと馬を下り、ナタリアをふわりと横抱きにした。ちょっと待って、この屋敷はもしかして、とライルに問う暇もなく、流れるように玄関扉まで運ばれる。

　先回りした馬丁が扉をぐいと押し開けると、ライルは当然のようにずかずかと屋敷の中に入ってゆく。すれ違う使用人が低頭しても一瞥すらしない。

　ナタリアはオロオロと視線を泳がせながらライルに横抱きにされ、エントランスを横切り、艶々に磨かれた階段を一段飛ばしで駆け上がって、二階の一室に運ばれた。

　長椅子にそっと下ろされたナタリアは、身を屈めているライルの肩越しに、大きく開いた扉の向こうで呆然とこちらを凝視している年嵩の夫婦らしき二人と目が合った。

「ライル……？　そのご令嬢は？」

「私の婚約者ですが」

「「「……っ」」」

　ライル以外の三人が息を呑む。ライルは大股で扉のほうへ歩み寄り、ドアに片手をかけながら言い放った。

「父上と母上には後できちんとご紹介しますから──そうですね、明日にでも」

　どうやら扉の外に立つ人物は、ライルの両親バルティン伯爵夫妻のようだ。

　夫妻の眼前でばたん、とドアが閉め切られ、がちゃりと錠が下ろされた。長椅子に座って目を丸くしているナタリアに、ライルがくるりと向き直る。

「……ナタリア」

「は、はい」

　ライルは上着の裾を払い、ナタリアの座る長椅子の前に片膝をついた。労しげに顔を覗き込まれ、ナタリアはまた湧き上がってきた安堵感と、叫び出したくなるような切なさにじわりと瞳を潤ませた。

　ライルはふっと表情を緩めて、ナタリアのきちんと結われた纏め髪に手を伸ばし、二、三度優しく撫でた。

「ナタリア、怪我はないか」

「はい……ありません」

　ライルはうん、と頷いた。

「今後は、いろいろと後始末がある。私は明日にはここを発ち、辺境に帰らなければならない」

「はい」

「その前に──約束が欲しい」

「約束……？」

「王都も暫くは混乱するだろうが、後のことは我々に任せて欲しい。決して今回のような無茶をしないこと。これまで通り、学園で大人しく過ごすこと。いいな？」

「はい、先生……」

　長椅子に座るナタリアと、床に片膝をつくライルの目線は、いつもよりちょっと近い。少々眉を寄せてひとことずつ、言い聞かせるように話すライルに、ナタリアは身を竦め、唇を噛みしめた。

「一番危険なことは、未熟であるのに能力をひけらかして自分を安売りすることだ」

「はい……申し訳ありません」

「魔術に限ったことではない。剣の腕でも、高い地位でも同じこと。力を得た者に一番大切なことは、それをどう使うかの判断だ。奢らず、欲をかかず、自分を律する。強い者ほど慎重に過ごさねばならない。残りの学園生活で、それをしっかり学んでほしい」

「はい、わかりました」

「そして……バルティン伯爵夫人となる覚悟を決めてもらいたい」

「え？」

「私はここの嫡子だ。辺境の混乱を治めたら王都に戻って来る。そのあかつきには──君を妻にする」

「……！」

「ロベレ侯爵からは既に婚約の許しをいただいている」

　ナタリアの大きな瞳が動揺に揺れた。先ほどライルが「婚約者ですが」などと両親に話していたが、空耳かと思った──自分に都合のいい、願望が生み出した幻聴かと。






　しばらくの間ライルと離れてみて、今日またこうして会うことができて。ナタリアははっきりと自覚していた。自分はこの目の前に跪く大きくて優しい騎士に心から惹かれている、と。

　ライルが高位魔術師だからでも、守って欲しいから傍に居てもらいたいわけでも、自分の今後を委ねたいわけでもない。愛を囁かれたからその気になっているわけでもない。

　自分は今、この世の中の誰よりもライルを大切に思い、胸が張り裂けそうなくらいライルに恋焦がれているのだ、と。そう認めてしまったらもう、溢れ出す想いは打ち消しようがなかった。

　思い出すのもぞっとするが、王宮でフィリップはナタリアが放った補給魔術の力に酔いしれ、欲が沸き上がり昂っていたようだった。もしかすると、ライルもそうなのかもしれない。ただナタリアの力に篭絡されただけなのかも。

　それでもいい、とナタリアは思った。

「──おそらく現王太子は廃され、ジェローニ殿下が王太子の地位に就かれることだろう」

　たとえこの人が、補給魔術の能力に誑かされ、酔いしれているだけだとしても、構わない。

「君が学園に在学している間に隣国とのゴタゴタを片付け、魔術騎士団を後任に託すつもりだ」

　その熱が冷め、自分に冷たく背を向ける日が来ようとも、私がこの男性ひとを思う気持ちには何の関係もない、そう言い切れる。

「バルティンの家に戻り、王宮魔術師としてジェローニ殿下に仕えながら、生涯君を守る──ナタリア、聞いているのか？」

「えっ、あっ、は、はい！」

　ぼんやりとライルの顔を見つめていたナタリアはハッと我に返った。ライルはふっと表情を緩め、指を伸ばしてナタリアの頬をするりと撫でた。

「いろいろと動揺しているのはわかる。少し休んだほうがいい」

　ナタリアは首を横に振った。疲れてなんかいない。それよりも、ライルに言いたいことがたくさんあるのだ。

「先生、私──」

　ライルはナタリアの物言いたげな様子に、うん、とひとつ頷いた。

「君から『会いたい』と手紙を寄越されて、何が何でも王都に戻らねば、と思っていたところに、学園長から君の失踪を告げられて。すぐさま転移して学園に戻ったのだ」

「はい」

「つまり、残念ながら君からの手紙は、私への恋文ではなく。暗に何らかの助けを求めていたということなのだな？」

　ナタリアはぐっと声を詰まらせた。男子生徒の失踪に、何かがおかしいと思ってワースを訪ねたこと。ライルに学園の異変を告げたかったのに『会いたい』としか書くことができなかったこと──まだ秘匿の魔術はナタリアの心を縛っているらしく、どうしても話すことができない。

　苦しそうに眉を下げるナタリアに、ライルは僅かに首を傾げた。

「うん、どうも様子がおかしいな。話せないように何か術をかけられている、といったところか。いったい誰がこんなことを──ワースか？」

　ライルの問いかけに頷くことすらできないが、ナタリアはぎゅっと目を瞑った。

「……まあいい、秘匿の魔術は時が経てば解ける。今は言えることだけ、話してくれないか」

「はい……私は、何もできない自分が悔しくて、ワース先生を訪ねました」

「うん。君の身に何か『ワースが怪しい』と思わせるような出来事が起こったのだな」

「ワース先生の研究室で、補給魔術の力を暴露しました。すると、フィリップ殿下のもとへ連れて行かれて。殿下にも補給魔術を見せたところ、私をエルバーン国に売ることはせず、アークシリアの力を利用して現国王陛下を退ける、と」

「ワースが、金目当てで魔術師を攫っていたことはすでに露見している。魔術学園の生徒だけでなく、市井からも魔術師を集めてエルバーンに売り払っていたらしいからな」

　秘匿の魔術のせいで、ほんの少し噛み合わないナタリアとの会話を、ライルが補完するように返答してゆく。

「そして……フィリップ殿下が私の力をとても煽情的だと仰って──奉仕するように言われて」

「わかった。よくわかった」

　それ以上聞いたらこの手で斬り捨ててしまう。あの野郎、とライルはぼそりと呟いた。

「ジェローニ殿下のお話のとおり。いやそれ以上に、王太子殿下は苛烈で残忍な御方でした。魔術師を蔑み、侍女侍従に対してもまるで家畜のように──」

　ぎゅっと眉を寄せるナタリアの首元にライルがそっと手を回し、抱き寄せた。

「もういい。思い出させてすまなかった」

　自分の肩にナタリアの頭を預けさせ、ぽんぽん、と背中をさする。

「忘れろ、と簡単には言えない。自業自得だ、と言うつもりもない。君がどうすれば心の傷を癒せるのか、共に考えよう」

「もう、大丈夫です。先生が助けに来てくださったから」

「ナタリア……」

「ごめんなさい、先生。もう私、認めます……」

「ん？」

「本音を言うと、貴重な魔術の遣い手などきっと私には務まらない。私の力を誰にも知られずに生きていきたい。危険な目に遭いたくなんてない。だけど、先生が一緒に居てくださるなら……私、何だって頑張れます」

「……ナタリア」

「私の魔力に触れることで、先生が私を大切にしてくれるなら。先生のお側に居られるなら、私はアークシリアとして生きていきます」

「……」

　ライルはナタリアの頬に手を添え、ゆっくりと顔を上げさせた。翡翠色の瞳がじっとナタリアの顔を見つめる。

「何かちょっと誤解があるように感じるのだが」

「ですから。先生は私のアークシリアとしての能力を愛してくださっているのでしょう？　王太子殿下と同じように。いわば、私の魔力に篭絡されて──」

「王太子と同じ……？」

「と、とても光栄なことだと思っています！　でも私は、先生からどう思われているかに関係なく先生のことをお慕いしているので」

「……」

「たとえ魔力目当てでも、お側に置いてもらえたら幸せなのです。なので、これからも魔術の鍛錬に励みます！」

「──うん。舞い上がりそうに嬉しいことと、どうも納得いかないことと、両方聞かされたが」

　ライルは両掌でナタリアの両頬をむにゅ、と圧し潰した。

「まあいい。このわかっていない感じも堪らなく可愛い」

「へんへい……ふひへふ」

「ちょ、ちょっと待て」

　ライルはナタリアの頬を挟んでいた掌の力を緩めた。

「もう一度だ。ちゃんと聞かせてくれ」

「はい。先生、好きです。お慕いしています……」

　そう言った後どぎまぎと目を伏せるナタリアの頬を、ライルがもう一度両手でそっと挟む。

「先日辺境で受け取った手紙の破壊力にも撃ち抜かれたが。上には上があるな」

「先生……」

「そうだ、ナタリア。最後に大事なことを言わなければ」

「はい」

「私はヴィラーゴ魔術学園を退職したので、もう教師ではないのだ。つまり君と私の関係は教師と生徒ではなくて、婚約者同士ということになる」

「は、はい」

「教師と生徒ではないなら、私はもう遠慮せず君に触れてもいいはずだ」

「……」

「ナタリア」

　ライルがナタリアの頬を挟んだまま、ちゅっと軽く口づけた。

「私の妻になってくれるか？」

「はい……私でよろしければ」
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　消え入りそうな声で囁くナタリアに、ライルがにっこりと破顔した。ライルがここまで嬉しそうに笑みを浮かべたのを、ナタリアは初めて見た。









　寝台に座らされたナタリアの後頭部を支えながら、ライルが立ったまま、伸し掛かるようにしてねっとりと口づける。ナタリアは片手を後ろにつき、もう片方の手でライルの騎士服をきゅっと摘まんだ。

　合間にぷはっと息をつき、ライルは労わるようにナタリアの頬を指でなぞった。

「触れられることが怖くないか？　王宮で酷い目に遭ったのだ……辛ければ遠慮なく言ってほしい」

「……」

「はい。怖くありません、先生なら」

「もう先生ではない……ライルと」

「はい。ライル、さま」

「本当に触れてもいいのだな？」

「……はい」

　ライルはふぅ、と小さく息をついた。

「良かった──正直なところ、今日は我慢できる気がしない」

　また唇が深く合わさった。段々と呼吸は荒く速くなって、ナタリアは堪らずライルの唇から逃れ、俯いた。息苦しかったわけではない。心臓が張り裂け、飛び出してくるかと思ったのだ。ライルはナタリアの瞼を軽く二、三度食む。

「ん……。ドレスを、脱がせても？」

　ナタリアは黙ったまま、ライルの騎士服の肩口をいっそうきゅっと掴んだ。その縋られるような感触に、ライルはふぅと息をついた。

「……魔力など使わなくとも。君は私をいつもそうやって翻弄するのだ」

　ライルは左手指を揃え、軽く横に払って空を切った。王宮で着せられた浅黄色のドレスの背に無数に並んでいた小さなボタンがぶちぶちと宙に弾け飛んで、シーツの上にころころと転がる。上品に膨らんだ袖が両肩から滑り落ち、ナタリアは寝台に座ったまま、ずり落ちそうになるドレスの胸元を両手で慌てて押さえた。

「べ、便利ですね……」

「王宮から馬で君を運びながら、このドレスの構造がどうなっているのかを見ていた」

「えっ」

「背のボタンをちぎり取って、やたら複雑に絡み合っている紐という紐を絶ち切ればいいのかな、と」

「……」

「王太子に着せられたドレスなど、びりびりに破いてやろうと思っていた」

　つまり、ライルはこの屋敷に着く前から、ナタリアを抱く気まんまんだったということか。

「ナタリア？　ほら。手は私に縋ったままでいてくれ」

「え……」

　ライルが、ドレスの身頃を押さえていたナタリアの両手を取った。ゆっくりと身体から離し、自分の騎士服の肩口を掴ませる。ずる、と滑り落ちた身頃が、肘のところに辛うじてひっかかる。顕わになったナタリアの白い肩に、ライルがゆっくりと唇を寄せた。

「美しい肌だ……」

「んっ」

　肩の骨の形をなぞるように、唇を左右に動かして愛でる。ナタリアは騎士服をまたきゅっと掴んで、そのもどかしさに耐えた。

　浅黄色のドレスの胸元にぴり、と亀裂が入ったかと思うと、袖や、ウエストや、ふんわりとしたスカートのあちこちがびりびり、びりびり、と裂き切られ、ナタリアの身体から滑り落ちてゆく。肌を掠めながら取り払われてゆく布の感触に、ナタリアはふるっと肌を震わせる。コルセットも切り取られ、ペチコートも裂かれ、寝台の床には布の塊がこんもりと山になった。

　ライルはナタリアをゆっくりと押し倒す。と同時に下着もするりとナタリアの身体から剥ぎ取られ、一糸纏わぬ姿の一歩手前……腿から上は何も身に着けておらず、膝上までのストッキングとドレスシューズを履いただけの格好で、恥ずかしそうに目を瞑って寝台に寝かされている。

「ナタリア……とても綺麗だ」

　ライルはしばらくナタリアの姿をまじまじと観察したあと、床に跪いて、恭しくナタリアの靴を脱がせ、ストッキングをつるりと剥ぎ取った。布の山の上にぽい、ぽい、と両方を投げ、散らばったドレスの残骸に向かってふい、と腕を振り下ろす。ぼうっと黄色い炎が上がり、布の山は瞬く間に燃え上がって跡形も無く消えた。

　ナタリアの白い肢体を見下ろしながら、ライルは自分のブーツの紐に手をかけた。両脚をブーツから抜き取ると、次に剣帯を取り去り、ベッドサイドのテーブルの上に置いた。もどかしげに上着のボタンを外し、床に脱ぎ捨てる。シャツを頭からずぼっと脱いで、半分裏返しのまま遠くへ放り投げる。トラウザーズを荒々しくはだけ、少々窮屈そうに引き下ろした。どうやら自分の衣服は魔術を使わずに脱ぐらしい。

　最後に下着の紐を引っぱって解きながら、ぎしりと寝台に乗りあげて片膝をついた。

　寝台が軋む気配にナタリアが閉じていた目を恐る恐る開く。仰向けに寝かされた自分の上に、ゆっくりと伸し掛かるライルの一糸纏わぬ姿を仰ぎ見て、ナタリアは目を丸くした。

　絵画の中の勇者のごとく逞しく張り詰めたライルの身体。いったい中に何が詰まっているのだろう、硬く締まった腰から広い両肩にかけて、濡れたように艶やかな肌が、規則正しく窪んだり盛り上がったりして芸術的な造形を成している。

　まだ陽が高い、真っ昼間の寝室。ベッドから少し離れたところに腰窓があるのだが、カーテンは開け放たれていて、青々とした庭木の枝葉が風にそよいでいるのが見える。もちろん室内は午後の陽光によって、ライルの美しい銀髪の一筋、睫毛の一本まではっきりと見えている。もちろん、逞しい腿の間からいきり立つ、雄々しい熱杭も、だ。

「……怖い？」

　息を呑んで固まっているナタリアに、ライルが薄っすらと微笑む。

「まだ君に触れる前から、こんな醜悪なものを晒したくはないのだが──窮屈で」

　ライルが言い訳のように呟き、ナタリアの頬を人差し指でつつ、と撫でた。

「身体の至る所が、君を愛したくて爆発しそうなのだ。すまない」

　ナタリアよりいくぶん高い体温の気配が、触れあってもいないのにじんわりとナタリアの肌を暖める。その感覚にナタリアの中から何かがじわっと湧きあがって、僅かに腿を擦り合わせ、腰を捩った。

　ライルはふ、と小さく笑みを溢し、ナタリアの腿の間にそっと手指を挿し入れた。ゆっくりと両腿を割りながら上がってきた指に、もう僅かなぬめりを探り当てられて、ナタリアは羞恥にふい、と顔を背ける。触られてもいないのに両胸の先がみるみる立ち上がって、少し痛みすら感じるほどに張り詰める。

　ライルはナタリアの襞の隙間に少しずつ指を割り入れながら身体を倒し、顔を背けているナタリアの耳に唇を寄せた。

「可愛い。キスをさせて？」

「……」

　ナタリアが、ゆっくりとライルのほうに顔を戻す。鼻先が触れ合う距離で、二人の視線が絡まった。

「ナタリア、愛している」

　掠れた声で囁かれると同時にくちゅ、とやや深く体内にめり込んできた指に、ナタリアの顎がびくんと上がった。それを迎え入れるように、ライルがナタリアの唇を大きく咥える。

「ん、ん……」

　唇を深く合わせながら、ナタリアの腿に優しく手を添え、左右に大きく開かせる。長い指がナタリアの壁の内側を押し広げるように、あちこちを押さえては擦り、戻って潤いを掬い取ってはまた手繰るように少し奥を責める。

　舌で上顎の裏を擦られて、ナタリアはびくん、と身体を震わせた。その勢いで指はさらに奥深くへと進み、その周りを押し広げるようにしてライルがナタリアの中を開拓してゆく。

　今から、あのライルの赤黒い昂りをここに受け入れるのだ、とナタリアには当然わかっている。気持ちがいいというよりも、ライルに大切に労われながら、繋がるための準備を入念に施されていることが嬉しい。

　あのように猛々しいものが入る余地などないと思うのだが、丁寧に解されてゆく感触に、怖さも緊張も感じない。早く受け入れたい、とナタリアが思うにつれて、硬く閉じていた膣内がだんだんとライルの指を迎え入れ、呑み込んでゆく。

　かなりの時間を費やして、ライルの指の付け根までがすっぽりと蜜壺の中に挿し込まれた。指の隙間から流れ出した潤いが、シーツに大きく染みているのがわかる。ずっと貪られていた唇はすっかり蕩けてとろりと膨らみ、どっちが誰の唇なのかわからないほどに溶け合っている。

　ライルは身体を起こし、二本の指をずるりと抜き取った。ナタリアはあっと小さく嬌声を上げ、いよいよ貫かれるのか──とゆっくり目を瞑った。両脚を大きく開いたあられもない姿でふぅと脱力する。ライルになら、何をされてもどこを晒しても、怖くなどない。

　ぎしり、とまた寝台が軋み、腿の付け根がさらにぐいと押さえつけられた。ナタリアが覚悟するように身を固くした瞬間、ぬるり、と熱いものがナタリアの襞を滑った。

「あ……っぅ……」

　予想もしていなかった感触に、ナタリアは大きく身体を跳ねさせた。

「ここからは、気持ちいいことをたくさん、だ──」

　たっぷりと唾液を含ませた舌が、ナタリアの入り口の周りを小刻みに舐め解しはじめた。流れ出す蜜と唾液が混ざりあい、ぺちゃ、と淫靡な水音が聞こえてくる。

「んっ、あ！」

「存分に、可愛がらせてくれ」

　指で開かれながらもまだ膨らんでいなかった襞が、とろりと剥けて柔らかくなってゆく。ライルの尖とがった鼻先が前の繁みの奥に埋まり、駄目っ、と思ったとたんナタリアは急激に高みへ駆けあがった。

「あっ、あ……っ、あぁ……っんっ」

　小刻みに嬌声を上げながら、びくんびくんと腰を跳ねさせる。びりびりと痺れる中心から何かが噴きだすようだ。ライルは痙攣するナタリアをしっかりと押さえたまま、きゅうと締まった粘膜の中へまた指をぐいと挿し入れる。

　と同時に、舌先が前の小さな粒をくるりと撫でた。ナタリアは足の爪先をぐっと丸め、声にならない悲鳴を上げる。長い指をゆっくりと出し入れされながら、蕾の根元を規則正しく舌で愛でられる。また新たな波が突き上げるように襲ってきて、ぶんぶんと首を横に振るナタリアの耳に、脚の間からくぐもった声が聞こえる。

「……気持ちいいか？」

　いったい、ライルは先ほどから何をやっているのだろう。どうして舌でナタリアの脚の間を責め立てるのか。ライルにそうされると、何故こんなにも身体が跳ね、息が止まり、目の前が銀色になってしまうのか。混乱し、逃れようとするけれどライルに腿を押さえつけられて動くことができない。

「あ、あぁっ、だめっ」

　ライルはナタリアの片膝を持ち上げ、舌を滑らせて今度は尖った蕾をちゅうと吸い上げた。銀とオレンジの閃光に頭の中が占領され、身体は勝手にがくがくと跳ねあがる。もうこれ以上は昇りつめようがない、と思うのだが、またぞくぞくと違う痺れが腰を震わせる。

　咥えた蕾を舌先でふるふると揺らされ、ナタリアは堪らず銀の髪に手指を埋め、頭を掴んで自分の身体から引き剥がそうとする。が、ライルの頭はびくともせず、尖りを咥えたまま離れない。

「んっあぁっっ！　ど、どうしてこんな……何度も何度も……せんせ、ぁん……」

　唇と舌で蕾をくちゅ、くちゅ、と吸われながら、挿し込まれた指で内壁を細かく揺すられて、もう達しようがないほど隅々まで痺れが行き渡ってゆく。

　ついに息が詰まってケホッケホッと咳き込むナタリアに、ライルは漸くむくりと身体を起こした。しっとりと濡れた銀の前髪を無造作に搔き上げ、唇の周りを舌で舐めとりながら、息も絶え絶えのナタリアをじっと見つめた。

「もう、駄目……」

「何が駄目？　まだ始まったばかりだ」

「そ、んな……」

「明日からはしばらく離ればなれだからな。最初のは今日のぶん、さっきのは明日の、今のは明後日のぶん、だ。まだまだ足りない」

「え……」

「まだ陽も暮れていない時間だ。明日の朝までたっぷりと、何度でも、気持ちよくさせたい。私のことを忘れないように」

　ライルは、濡れた唇をナタリアの胸元にすり……と擦りつけた。

「辺境にいる間、寮の部屋で暫し睦み合ったときの君の姿を思い出して、毎日毎日どれほど昂っていたか」

　赤く立ち上がった胸の尖りを、鼻先でくりくりと引っかける。まだ奥深く挿し込まれたままの指を、ナタリアの襞がきゅうっと締めつける。

「……あ……っ」

「何をしていても、何を見たって君への想いに囚われて。狂おしいほどに君を求めて所かまわず昂り、大変な思いをしたのだ」

　ぱくり、と咥えた赤い尖端を愛し気に唇で弄ぶ。片手指はナタリアの身体に挿し込まれ、もう片方の手指で反対側の膨らみを揉みしだく。

「ん……君も、私と同じようになればいい。私に思うさま愛されたことを、君の心に深く刻みつけておく」

　くりくりと胸の先を擦られ、つん、とナタリアの鼻の奥が痺れる。そんなことをしなくても、ナタリアだって幾度もあの夜を思い出した。わああぁぁっと叫び出したくなる思いに苛まれ、火照る身体を深い溜息で冷やし、やり過ごしたというのに。

　抵抗することもできぬまま、ナタリアはライルの責めに幾度も高みへ押し上げられた。






　それほどまでに執拗に解され、どこもかしこももう形をなさぬほど蕩けたと思っていても、ついにライルを受け入れた時の圧迫感は凄まじいものだった。

　だけど、良かった。とナタリアは思った。少しずつ狭路を分け入るライルの杭の硬さも、熱さも、引きつれるような外皮のひっかかりも、快感の波に翻弄されていたナタリアの意識を引き戻してくれる。ナタリアの中にライルが居ると、はっきりと感じ取れるのだ。

　痛みの底に灯ったもどかしさが、最奥まで来てほしい、と叫んでいる。ここに届くとどうなるのかを想像し思わず少し腰を反らしたナタリアに、ライルはふぅぅと深い溜息をついた。

「──どうなっても知らないぞ」

　ぐい、と深く押し込まれた勢いで、ナタリアはまるで喉まで串刺しにされたように感じた。その感覚は鼻の奥を通って眉間を貫き、後頭部へと突き抜けた。

「ああぁっっ」

「ぐ……っ」

　目の奥にずしんと衝撃が走り、ナタリアの身体がふわりと浮いたように感じたとたん、ライルがびくびくっと痙攣した。ナタリアの背中に両腕を回してぎゅっと抱きしめ、背中を丸めてぶるぶるっ、ぶるぶるっと身体を震わせる。

　しばらくぎゅうぎゅうと折れるほど抱きしめられた後、ゆっくりと脱力しながら重なり合う。

「ナタリア……君は」

「は、い」

「魔力を出しては駄目だ。それは反則」

「え……？　私」

「抗えるわけない。あっという間に達してしまう」

　はあ、とライルが深い息をつく。

「気持ち良すぎるから、魔力は……出さないで？」

「そ、そう言われましても……」

「無自覚なのか。魔封じの首飾りはどこへやった？」

「王宮で着替えさせられたときに、制服と一緒にどこかへ持ち去られてしまいました」

　ライルは眉尻を下げた。

「そうか──困ったな。これでは一晩中、私が君にいいようにされてしまう」

「……え？」

「君を、奥でも気持ち良くさせたいのに──」

　ナタリアは、ライルの腰にゆっくりと片脚を絡めた。ライルにさんざん責められ、もうくたくただ。関節は悲鳴を上げているし、腿の付け根は痺れて感覚がほとんどない。

　だけど、これはチャンスなのでは。ライルと繋がったまま魔力を流せば、ナタリアが主導権を握り、ライルを思い切り気持ち良くさせることができる、ということ。

　まだ固いままの杭を呑み込むように、ナタリアは絡めた片脚に力を入れて、くい、と腰を擦り付けた。奥の壁をライルの尖端が突くと、また先ほどのような、玉突きみたいな衝撃が身体の中を上がってゆく。

「ナタリア……ちょっ……あっ」

　ライルがナタリアに縋りつき、首元に顔をずぼっと埋めた。ナタリアは今度はきゅっと前頭部──フォンタネルに力を込め、じわりと魔術を体外に染み出させつつ、また腰をぐいと押し込んだ。

「あっこらっ、それ駄目だ、ナタ、くっ、あっ、ああ……っ」

　びくびくっびくびくっと小刻みに震えるライルの腰にもう片方の脚も絡め、しっかりと最奥まで繋がったままで。ナタリアの奥にじんわりと温かいものが広がってゆく。

「……やめなさい、もう」

　ライルがナタリアの首元から顔を上げ、心底参った、というように翡翠の瞳を細めて目尻を下げた。軽く唇を食みながら、ナタリアの背中に手を回してそっと引き起こす。深く繋がったまま膝の上に向かい合わせに座って、二人はじっと見つめ合った。

「ナタリア？　もう駄目だよ？」

「どうしてですか？　私だって、先生に気持ち良くなってもらいたいのに」

「君はいつからそんな押せ押せの性格になったんだ」

「だって。これまで、私が先生より優位に立てるなどと思ったことがなかったから……」

「また魔封じを用意しておかないと。これでは私がおかしくなってしまう」

「先生、お願いです」

「……先生ではない。ライルだ」

「ライルさま……もう一回だけ」

「駄目だというのに。私がこの快感の虜になって、君と離れられなくなって、寝食も忘れて悦楽を貪るようになったら、どうしてくれるんだ」

「それは困りますね」

　だろう？　とライルはナタリアの頬に軽くキスをした。

「愛し合うときには、魔力は使わないほうがいい──それでもじゅうぶん、心地よいのだから」

　ライルは、自分の膝上に向かい合わせに座るナタリアの、ねだるようにつんと張った乳房を手指の甲で軽く撫でた。

「あ……っ」

「可愛い色、だな。もう少し、愛でてもいいか？」

　耳元で囁かれながら、両方の胸の先を小刻みに弄られてナタリアはふるっと背筋を震わせた。

　狡い。こうしてライルがナタリアを翻弄するのと、ナタリアが魔力でライルを昂らせるのと、いったい何が違うというのだ。

「はぁ……何故こんなに可愛い？　身体を重ねる前よりもっと、もっと愛おしくなった」

「わたし……駄目です。もうそんな、コントロールでき、ないから……」

　ライルが悪いのだ。深く繋がったまま、こんなふうに甘い言葉を囁いて胸を可愛がったりするから──そう思ったとたん、ナタリアの頭がまたずん、と振動した。

「うっ……ぐぅっっ、やめろ、ナタリアっっ」

「ああっ」

　ライルとナタリアはがしりと抱き合い、互いに背を反らしながら昇りつめる。
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　こうして、二人がバルティン伯爵家で過ごす最初の夜は、際限なく繰り返される快楽の応酬の中、更けていった。






　──そして後日。






　ナタリアとライル──真面目で控えめな魔術学生と、浮いた噂ひとつ聞かない冷静怜悧な魔術騎士団長の婚約が発表されたとき、人々は噂したものだ。

「今を時めく魔術騎士が、年端もゆかぬ女子生徒と婚約など」「どうせ家同士の結びつきだろう」「あの二人が愛を囁き合ったり、まして子を成すなど想像もつかない」と。

　実のところ、その後しばらく辺境と王都に離れて暮らした二人が、その胸の内にお互いへの狂おしい愛を抑えつけ、日々悶々と過ごしていたことなど──彼らは知る由もなかった。
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　カン、カン──と鋼がぶつかり合う音がする。ぶわっと風が巻き上がり、勢いよくはらんだ騎士服の裾を巻き込むように身体の向きを変え、斜めにびゅんと斬り下ろす。

　相手の騎士は鋭い剣を何とか受け止めたものの、その勢いに弾き飛ばされて尻もちをついた。

「……風の勢いを借りて、こちら側から斬り下ろしてこられるなど……予想もしていませんでした」

　地面に座り込んだまま片膝を立て、年若の騎士は悔しそうに唇を噛み締める。

「それでいい。あの角度ならば、強く受け止めすぎると骨をやられる。自分の剣を手放すか、後ろに弾き飛ばされるか、どちらかを選ぶほかない」

　ライルはくるくると剣を回し、鞘にすぽりと納めた。

「できれば、私の利き腕である左側へ身体を倒し、返した剣で足を狙うといい。実戦は試合とは違う。地面に膝をつこうが背中から倒れようが、次の一手で挽回できるのだから」

「はい」

「だが随分と上達したな。特に相手との距離の取り方がいい。その調子で鍛錬するように」

「はいっ」

　若い騎士は立ち上がって深々と頭を下げた。その男が後ろに下がるのと入れ替わるように、また次の若者がライルの前に進み出て、剣を構えた。

「──お願いしますっ」

「ああ、来い」






　周囲には、百人余りの騎士たちがカン、カン、と剣を打ち合わせている。皆が魔術を封印し剣の腕だけで闘う鍛錬だ。あちこちで上がる「やあっ」という気合の声。騎士たちの足元を粉雪混じりの冷たい空っ風がびゅうっと吹き抜ける。






　辺境の地は、そろそろ厳しい冬を迎える。昨年、この魔術騎士団の駐屯地に居たのは僅か二十人ほどの騎士だったが、一年でその人数は何倍にも増えた。春の初めに隣国から逃げてきた難民たちの中には魔力を持つ者も多く、その中で腕に覚えのある若者たちが、次々と魔術騎士団に志願してきたのだ。

　隣国エルバーンの内情をよく知る者たちが、国境を守る魔術騎士団に志願してくれるなど、コルダ王国にとって願ったり叶ったりだ。これならば安心して後任にこの地を託し、王都に戻れる──とライルは若い騎士たちを頼もしい目で見守った。

　難民たちが造った集落は今やそこそこ立派な街の体ていを成し、主街道からも整備された馬車道が敷かれている。その賑わいに、他の村から移り住む者までいるほどだ。

　辺境伯は、北の大地に活気をもたらしてくれた難民たちを重用し、彼らもまた自分たちを温かく迎え入れてくれた辺境の地に報いるべく、とてもよく働いた。






　王太子の愚行が明るみに出た後、コルダ王は事態を重く見て、すぐさまフィリップを王太子の地位から廃した。

　さらに調べを尽くすにつれ、フィリップの悪行は次々と暴かれてゆく。表向きは眉目秀麗で穏やかな王子の仮面を被り、裏では魔術師を売り飛ばして金銭を得ていたばかりか、自分に逆らう者を巧妙な手口で排除し、時には残虐な方法で命を奪っていたこと。

　そして弟ジェローニを排除しようと、執拗につけ狙っていたことも。

　フィリップは一年ほどの幽閉のあと、ひっそりと処刑された。その首が落ちる寸前まで「次代の王は私だ」と譫言うわごとのように繰り返し、魔力への嫌悪感を露にし、自らの行いを悔い改めることもなかったという。






　教師ワースもまた囚われ牢に繋がれたが、犯した罪の全てを包み隠さず話したことで極刑を免れ、国外追放となることが決まった。

　追放の前に、罪人の標と魔封じを身体に埋め込まねばならない。ワースよりも魔力の強い者にしかできないその役割を果たすため、ワースが繋がれている牢の前に現れたのは、学園長ゴードンとライルだった。

　看守が牢の錠を外し、格子戸をギイ、と開いた。ゴードンは牢の中に入り、足首がすっぽりと隠れるほどの漆黒の外套の隙間から、捩じれた木製の杖をワースのほうへ向けた。

「……ワース。魔力を封じるぞ？」

「……」

　ワースは冷たい石の床に座って項垂れたまま、返事をしない。

　ゴードンはくい、と杖の先を動かし、何やらもごもごと唱えたあと、ワースの首の後ろにぴたりと杖を当てた。一呼吸置いて、ワースがぴくり、と身体を震わせた。

「ワース。これでもうお前は、魔術師ではなくなった。罪人の証を背負い、この国を去るがよい」

「……もういい。楽になりたい」

　ワースが自供したところによると、フィリップの奸計かんけいに加担したのは、病弱な妻の治療のため金が必要になったことがきっかけだったという。

　突出した才能と魔力を持ちながらも同い年のゴードンに敵わず、ヴィラーゴ魔術学園の長にも就任できなかったことに長年恨みを募らせていたワースは、将来有望な生徒を攫うことでゴードンの評判を失墜させてやりたいと思ったらしい。

　しかし悪事を重ねるうちに怖くなってきた。自分の関与が露見して学園をクビになっては困るし、フィリップの横暴さにもほとほと嫌気が差していたそうだ。

　数人の魔術学生を隣国に売り飛ばしたあと、些細な体調不良を理由にしばらく休職していたのだが。フィリップからしつこく命じられて渋々魔術教師に復職し、さらに罪を重ねたらしい。

　ワースは看守に腕を掴まれ、立たされた。ふらつきながら牢を出てきたワースに、ライルが一歩、歩み寄る。

「……ワース。我が妻ナタリアがアークシリアであること、他言すれば地の果てまで追いかけ、殺す」

　冷えた声で凄むライルに向かって、ワースは軽く微笑んだ。

「私が悪事に手を染めたのは、妻を守るためだった」

「……」

「案ずることはない。一介の女子生徒がアークシリアだなどと──たとえそのようなこと口にしたとて、誰も信じないだろう」

　ワースはそう言い残し、去っていった。









　コルダ王は長男の愚行を見抜けなかった自らを猛省し、王妃と共に次男ジェローニに心から詫びた。そしてこれまで反目し合いつつも事なかれ主義で過ごしてきた隣国エルバーンに対し、強い態度で牽制した。

　国力、兵力ともにエルバーンよりも遥かに勝るうえ、訓練された優秀な魔術師の数も桁違い。本気を出せばいつでも貴国を潰せるのだぞ、と厳然たる態度で警告してきたコルダ王に、エルバーンはさすがに怖気づいたのか、こちらに有利な条件で和平を申し入れてきた。コルダ王国から売られた魔術師たちは、所在不明の者を除き全員が、故国に返還されることとなった。






　王国内部ばかりか周辺国の勢力図をもすっかり塗り替えてしまったほどの事態。その全てのきっかけに、人々が噂していた「才気煥発の特級魔術騎士からなぜか伴侶として選ばれた、真面目で控えめな女子生徒」が関わっていたことなど──人々は知る由もないし、その女子生徒本人すら、自覚していなかったのである。







＊＊＊








　コルダの王族は建国以来、小高い丘と緑豊かな森に背後を守られた広大な王宮に住んでいる。

　王族の住まうパレスは、美しいブルーのタイルに覆われた華やかなファサードに、強国コルダに相応しい贅を尽くした内装が施されている。いっぽう小高い丘の上にある礼拝堂はシンプルな白と茶の煉瓦造りで、森の木陰に守られたひっそりとした佇まいだ。

　パレスから礼拝堂に繋がる急な坂道を、下男が小さな荷車を引いて上がってゆく。山のように本が積まれたその荷車の後ろには、王立魔術学園の白い制服を着た女子生徒が、長い金髪を優雅に風に靡かせ、歩いている。

　二人は礼拝堂の裏手に回り、勝手口の小さなドアをノックして、開けた。

「よく来てくれた」

　と中から穏やかな声がしたと同時に、勝手口にぴたりとつけられた荷車からぶわっと一斉に本が浮きあがった。本はするする、とお行儀よく列をなし、礼拝堂の建物の中へと吸い込まれてゆく。

　下男は扉の外で一礼し、空の荷車を押して坂道を帰っていく。そして女子生徒は宙に浮いた本の行列の最後尾に続くようにして、礼拝堂の建物の中に入った。






　コルダ王の次男ジェローニは、兄の断罪のあとすぐ王太子に登位することとなった。だがこれまで等閑視され離宮で蟄居ちっきょに近い生活を送ってきたため、後継教育など受けたこともない。

　王太子としての公務も行わねばならず、ジェローニはさすがに魔術学園を中退し、しぶしぶ王宮に居を移すことになった。

　しかし、大勢の侍女侍従に傅かしずかれる生活に馴染みのないジェローニは、麓のパレスに住まうことを嫌がり、丘の上の礼拝堂の中にあるこぢんまりした書斎で、一日の大半を過ごしているのである。






　魔術学園の三年生になったオンディーヌは、こうして時々大量の本をお供に、婚約者ジェローニの書斎を訪れている。学園の貴賓室同様、壁一面を埋め尽くす書棚に、オンディーヌの持ってきた本がするりするりと収まってゆく。

　ジェローニはふわふわと宙を移動している一冊を手に取り、ぱらぱらとページをめくった。

「この本、読んでみたかったのだ」

「天文学者ランベリイの著書ね」

「そう。ここにもう一冊、彼の書いた本があるのだが……」

　ジェローニはオンディーヌの立っているすぐ横の書棚に手を伸ばした。女性にしては背の高いオンディーヌの頭が、やや背伸びをしたジェローニの脇の下にすっぽりとおさまってしまう。

　オンディーヌは面白くなさそうに自分の頭上にあるジェローニの顎を見つめた。一年生のときは大して変わらない背丈だったのに、このところジェローニはにょきにょきと背が伸びている。後継教育の一環で剣の鍛錬もしているそうで、貧弱で繊細そうだった身体つきも随分がっしりと逞しくなった。

　美しい薄金の髪の奥で紫の瞳を細め、緻密な天文図をうーんと読み解いている顔は、幼い頃からちっとも変わっていないのだが。

「……何？」

「何でもないわ」

　自分の顔をじっと見上げていたオンディーヌに、ジェローニは怪訝な顔をした。「髭の剃り残しがあったかな」などと言いながら顎を片手で撫でる。ついこないだまであんなにつるりと艶やかだったジェローニの肌に、髭とか。信じられない。

　大人の男性へと変貌しつつあるジェローニは、その成長と共に魔術の才もさらに飛躍させた。現在は王太子としての教育も受けながら、王立魔術学園の長ゴードンと共に、学園のカリキュラムを大幅に組み直すことに取り組んでいる。今後は魔術を操る技術だけでなく、その使いみちと倫理観に関する学びをさらに重視する方針となるらしい。

　涼しい顔で天文学の本のページをめくるジェローニに、オンディーヌはふぅ、と溜息をついた。

「……だから、何？」

「何でもありませんってば」

「──オンディーヌ」

　ジェローニはオンディーヌの肩に片手を置くとゆっくりと身を屈め、オンディーヌの唇を軽く咥えた。少し啄むようにしたあと、腰に手を回して抱き込み、深く唇を合わせてゆく。

　足元に、貴重な天文学の本が二冊ともばさり、ばさり、と落ちた。

「ん……」

「オンディーヌ、愛している」

　ふらついた身体をがっしりと抱き留める腕が強く、逞しい。オンディーヌが縋ってもびくともしない。

「ふ……わかっていると思うけれど。何だかんだ理由をつけてこの書斎に籠ってるのも、窓を塞ぐくらいの本棚を造らせたのも、誰にも邪魔されずに君とこうして過ごすためだからね」

「は、ん……」

　くちゅ、と銀の糸を引いて唇が離れる。

「学園では毎日顔を見ることができたのに、今はこうして時々しか会えないから。会うたびに、美しくなっていてびっくりする」

　ジェローニがオンディーヌの髪を撫でながら、じっと顔を覗き込む。

「私の妻になる人は、いったいどこまで私を夢中にさせたら気が済むのか──」

　矢継ぎ早に降ってくる甘い言葉と深い口づけに、もう立っているだけで精一杯なのに。さらにジェローニの長い指は、オンディーヌの制服のボタンをひとつずつ外し始めた。

　こうしてオンディーヌを翻弄する手管も、魔術も、体格も、キスの気持ち良さも。何もかもがもう、以前のジェローニとは違う。

　はだけられた白い首元に、ジェローニの唇が這う。オンディーヌはふぅ、と大きく溜息をつき、ジェローニの薄金色の髪に指を埋めた。

「もう、降参……」

　ジェローニはくすっと笑うとオンディーヌを軽々と縦抱きにし、壁際の長椅子にふわりと下ろした。オンディーヌに伸し掛かりながら、制服のブラウスとベストをいそいそと解きはじめる。

「魔術学園を辞めたくなどなかったが、こうして君を愛でられるのだから、王宮住まいも悪くはない。寮生活ではなかなかままならぬことだからね」

「学園に入学する前だって、私に触れようとはしなかったじゃない」

「そうだな。あの時は、君から離れなきゃと思い込んでいた」

　ジェローニは、暴かれたオンディーヌの白い肌に顔を寄せ、その温もりをすぅと吸い込んだ。

「だけど、頭の中では君をどうにかしたくて、いつも悶々としていた」

「嘘」

「嘘じゃないよ。君はこんなに綺麗なのに。触れたくないはずがないだろう」

　吐息を纏わせながら胸元に頬擦りされて、オンディーヌがぴくりと身を震わせた。

「あ……」

「今のコルダ王位は、継承権を持つものが私だけしか居ない。できるだけ早く子を授かりたい……父上も母上も大喜びなさるだろう」

「貴方は……？　私に子ができたら嬉しい？」

「──私は、どちらでも。とにかくひたすら君が欲しいだけ」

　ふふ、と笑うオンディーヌに、ジェローニが深く口づけた。
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　王立魔術学園の学年末の長期休暇が明け、ナタリアとオンディーヌが三年間在学した魔術学園を卒業する日が近づいてきた。

　卒業式の前夜にはパーティーが行われる。卒業生が着飾って列席し、三年間の厳しい寮生活に終わりを告げるとともに、結界に守られたこの魔術学園から社会に向かって旅立つのだ。

　女子寮の三年生が住まう三階の部屋には、生徒たちの実家から続々とメイドたちが送り込まれてくる。皆ドレスや化粧品の入った大きな箱を携え、車寄せは馬車でいっぱいだ。






　そんなわけで寮の上階は何やら賑やかしいのだが、下級生が住む下の階はいつもどおり、ひっそりとした夕刻を迎えていた。

　一階のとある一室など、まだ陽も沈みきっていないというのに窓もカーテンもぴっちりと閉め切られ、物音ひとつしない。おそらく不在なのだろう、と誰もが思うであろうその室内では、閉じられたカーテンの向こうで一匹の銀猫が部屋の主に抱かれ、うっとりと喉を鳴らしていた。

　寝台に座ったナタリアの腕に抱かれながら、猫ライルはもどかしそうに白い喉元に鼻先を擦りつけ、ぺろぺろと舐めはじめた。少しざらりとした舌の感触に、ナタリアはぞくっと身を震わせる。

「ちょっと……そんなに舐めないでくださ……あっ」

　膝の上の銀猫が後ろ脚で立ちあがると、ナタリアの座った背丈よりも遥かに大きい。舌から逃れようとするナタリアに伸し掛かり、とうとう寝台にどさりと押し倒した。

「──つれないな。ひと月ぶりに会えたというのに」

「で、ですが」

「ああ、ナタリア。会いたかった」

　しゅるりと人の姿に戻ったライルに組み敷かれながら、ナタリアは戸惑い顔で眉尻を下げた。






　ナタリアは長期休暇の間、例年通りオンディーヌと一緒にロベレ侯爵家の領地でゆっくりと過ごし、卒業パーティーに列席するために今朝、学園に帰着したばかり。狭い寮の部屋は侯爵家から持ち帰ってきた荷物でいっぱいだ。

「明日のパーティーにはエスコートしていただけると聞いていましたが、まさか前夜にいらっしゃるとは思わなくて、荷物が……」

「そうだな、床の上が荷物でぎゅうぎゅうだから、寝台の上に居るしかない」

「んん……」

　ライルは、ナタリアの顔じゅうに愛し気に唇を落としてゆく。ナタリアはそれを阻むように、ライルの頬にそっと掌を当てた。

「ちょっと待って、ライルさま？　少しご相談が──」

「ああ、ナタリア……」

　銀猫と同じ動きで、甘えるようにナタリアの頬に顔を擦り寄せてから、唇を食もうとしてくる。ナタリアはそんなライルから逃げるように少し顔を背けた。

「あ、あの、明日のパーティードレスを……まだ決めきれていなくて」

「……ドレス？」

「ロベレの義母が、いくつかドレスを仕立てて下さったので、どれにしようかと思案している最中だったのです」

「ナタリアは何を着ていても可愛い」

「もう」

　組み敷かれてじっと顔を見下ろされながら、ナタリアは少し頬を膨らませる。

「それに……ライルさまのお母さま──バルティン伯爵夫人からも、こんなに」

　ナタリアは困った顔で、また別に積み上げられた木箱を見遣った。

「母が？　何も聞いていないな」

「休暇の間にお届けくださったようなのです。せっかくのご厚意をお断りするわけにもいかなくて、開封して数えてみたら……中に七着もドレスが」

「七着!?」

　ライルがハハ、と声を上げて笑った。

「息子の婚約者の卒業パーティーにドレスを七着！　いくらなんでも盛り上がりすぎだろう」

「ど、どうしましょう……」

　未来の義母に、浪費をそそのかしてしまった……と恐縮するナタリアに、ライルは笑いが止まらない。

「しかもあの厳格かつ堅実な父上が、それを許したということだから……っくくく……全く、仕方ないな。うちの両親は」

「どれも素晴らしいものばかりで、私──」

「受け取ってやってくれ。これから嫡子の妻として社交界に出る機会も増えるから、無駄にはならないだろう」

「社交界、ですか」

「気は進まないが。私が辺境から王都に戻ってしまったからには、バルティンのために最低限の責務は果たさねばならないだろうな。それに君は、卒業後はオンディーヌの側仕えをするのだろう？」

「はい」

「両親はきっと、王宮に出入りするのにバルティンの嫁に下手な格好はさせられない、と思っているのだろう」

「はい。ロベレの両親もそのように仰って、何かと身支度を整えて下さっています」

「君は一生、着るものに困らなそうだな」

　ライルの指が、ナタリアのルームドレスの首筋にずい、と挿し込まれた。

「ライルさま……なので、明日のドレスを選ばないと……あっ」

「私は、君が何を着ていても可愛いが」

「ん……でも」

「いいから。キスが、先だ」

　もう我慢できない、と吐息混じりに囁いたライルが、かぷ、と軽い音を立ててナタリアの唇を咥える。深いキスをしながらあっという間にルームドレスを剥き、外気に冷やされたライルの手指が、ナタリアの胸の尖りを細かに揺らし、弾いた。

「あっ、ん」

「可愛い……やはり何も着ていないのがいちばん好み、だな」

　さんざん唇を貪ったあと、ライルの舌がナタリアの身体の中心を舐め下りてゆく。

「明日ドレスを着るのなら、胸元には跡をつけられないな」

　ライルはナタリアの両腿を大きく開くと、脚の付け根にちゅっと吸いついた。

「私は節度のある婚約者だから……今日はここをたっぷり可愛がることにする」

「あ、あぁ……っ」

　手指でナタリアの双丘の先をくるくると擦りながら、潤いに艶めく泥濘でいねいに舌を沈ませては、搔き出すように舐めとる。

　ひっきりなしに嬌声を上げ、びくびくと背を跳ねさせるナタリアを、日がとっぷりと暮れるまで執拗に高めたあと、張り詰めた怒張で幾度も貫き、一晩中愛し尽くした。

　もちろん結界は張ってあるが、さすがに卒業パーティー前夜ともなると、マダム・ハパレイの見回りの足音も、ナタリアの部屋に近づいてくることはなかった。






　そして、夜が薄っすらと明けるころ。

　ライルの猛攻からようやく解放されたナタリアは、ぐったりと寝台に沈み込み、眠りについた。深い寝息に波打つ胸の上には、魔封じの銀鎖がきらりと輝いている。ライルはその鎖に指をかけてしゃらりと弄びながら、満足そうに微笑んだ。







〈了〉
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